
我 が 青 春 の 言己

16期 清水 重仁

さて、「やまざと」始まって以来の大長偏

寄稿です。私、「電気科の重仁」と初対面で

インプットしましたので、まさかこれだけの

文才と根気がおありとは存じませんでした。

大阪外大と天秤にかけて云々―を納得。

催促に催促を重ねても出てこぬ膨 し―

なのですから、喜んで掲載します。私も随分

と「記録魔」と言われ、記憶も定かの方と自

認しております力ヽ さすがに「日記」の迫力

―せれていた当時の事を克明に思い出しまし

た。

フンゲルを軸 0こ しながら、70年前半の青春

君彬動寸苗き出されている一小さな世界の中で

の一コマを綴りながら、確かにその時代を映

し出している秀作です。

さて、皆様も、かつてBHに載せようとし

|てそのままになってしまった原稿と力＼ lまれ

|たエッセー等ありましたら、どうぞお寄せ下

|さ い。もちろん新作も歓迎です。

拝啓

本日も梅雨明けを思わせる署い日差しが続い

ております力ヽ いかがお暮らしでしょう力、

しばらくOB会誌への原稿作成 (我が青春の

記?)から遠ざかっておりました力ヽ 5月 の山

小屋酒場の折りにも局長より叱咤激励された事

もあり、その後ぼちばちであります力浮 を加え

て、何とか体裁を整えるに至りました。

こんなものを発表しても何になる、又、どれ

だけの人力湯シυでくれるのだろう等と、なかな

か込巡の域を出ないのであります力ヽ 出すべき

とのお言葉も頂戴いたし、自分としても投稿の

決心をしました。f●TAも推敲を重ねております

と、人間とは益々欲:長 りになってくるもので、

あれもこれもという具合になり、この辺で潮時

と半噺 しました。

結果的に余分な事が多かったせい力＼ かなり

の量になってしまいました。会誌にこれだけの

スペースがあるのかどうかも分かりません力ヽ

できれば全編を一度に掲載して頂きたいと考え

ます。 O心は 1回だけにしたい?)

これでしばらくιま原稿の要請もありますまい。

敬具

Po S。 今回たまたま日記という手段で、主に

部活動を中心に学生時代を振り返ってみました

力ヽ 省略した所や書ききれなかった部分も含め

て、かなり膨大ともいえる時間を部活動に資や

していたこと (当然予想はされるのだ力⇒ 力ヽ

改めて分かりました。なんとか見掛け上は学業

(こ ちらの手段は問わず)との両立は為されて

いたのでしょうが一。又、何といってもこれは

ノンフィクションなのです。



我が青春 の記 辺留 倶輩夢

この度、 15期 高村 さん を偲 んで とい う ことで寄稿す る際、約 20年 ぶ りに古 い 日記 を

組解 く機会 を得 ま した。 部分的 に抜 粋 しただ けで したが、 その後、極 めて少数の方 々か ら

ではあ りますが少 なか らず の反響 をい た だ きま した。 中には私 の顔 には似合わな い こと と

の、 もっ ともな ご意見 も頂戴 してお ります。

さてごら理晏 ど こで私 が口走 ったか 記憶 も定 かでは あ りませ んが、気がつ くと 日記 を も

とに「 我が青春 の記 」な どとい う大 それ た題 名 の もとで、 OB会 誌 への寄稿 をす ることに

な って いたよ うてす。 本来、 日記 な る もの は他人 に公開す るような代物 ではない と思 いま

す じ、 そ うい う行為 は全 くもって 自己満 足 あ るいは懐古趣味 の極 み とと られそ うてす。 し

か しなが ら金沢 を離 れ てち ょうど 20年 を経 過 す る ことも相 まって、 10年 では早す ぎ 3

0年 ではほ とん ど記憶 か ら消 えそ うだ との判 断 か ら、 思 い切 って筆 をとる ことに しま した。

とい う訳で約 5年 間 (た だ し後半 2年 間 は、 もはや 日記ではな くほぼ 1年 を振 り返 って

いわば年記の よ うにな って い る )の 日記 を どの ように料理 しようか と思案 しま したが、 単

純 に 1年 度毎 に編集す る ことに します 。 自他 共 に支 障のな い範 囲で、概ね部活動 を中心 と

した ものにな るで しょうが、 と りあ えず 以下 の よ うなタイ トル を設定 してみ ます。

1.プ ロローグ

2.入 部篇     (71年 度、 S46. 4～ S47.
3.中 堅篇     (72年 度、 S47.4～ S48.
4.リ ーダー篇   (73年 度、 S48.4～ S49.
5.執 行部～退 部～ OB篇  (74、 75、 76年 度、

＞

＞

＞

４

３

３

３

Ｓ 9. 4～ S51. 9)
6.エ ピローグ

OB会 誌の貴重 なベ ー ジを借 用 させ て い た だ くに あた り、 い くつかの時 系列的 な出来事

をで きるだけ原 文 に忠実 に、 かつ、 よけ いな 部分 はやむ を得 ず省略 とい う手順 を踏 んで書

き綴 ってみます。原 文引用 に よ り敬 称 略 の様 な ところ もあ り、 また、 内容 によっては特 定

の読者 の気分 を害 す る場合 もあ るか もしれ ませ んが、 時効 とい うことで よろ し くお願 い し

ます。 山行な どの メ ンバ ーは会誌 に よ って も記録 され ていますが、 当方 の 日記 に も記録 が

あ る限 り、 くどいようですがその都度 記述 しま した。 コー ス も大体 は書 いてあ りま したが

で きるだけ省略 します。

当然 なが ら大半 の登場 人物 は ワ ンダーフ ォー ゲル部 につ いては 16期 の前後数 年 の範 囲

内 に留 まって しまいます。 しか しなが ら予 想 され る幅広 い読者 の皆 さん には、 当時 の ワ ン

ダーフ ォーゲル部 とい う集 団で多感 な時期 を共 に過 ごした仲間 たちの意識、 馬鹿 さ加減、

純 情 さな どの一片で も改 めて感 じて い ただ いた り、 又、 ご自分の眠 って しま った記憶 の一

回路 で もオ ンに して もらえれば、 本 望 だ と考 えます。

ここまできて何 か非常 に堅苦 しい こ とを言 いて い るようて、 ま さに顔 に似合わ ない とい

われ そ うな気分 にな って きま した。 前 に も述 べ ま したが支 障 の無 い範囲での 日記 の公開 で

は あ りますが、 あ る程度 の羞 恥心 を伴 いなが らそろそろプ ロローグヘは い りま し ょう。

プ ロ ロー グ

S46.4に 金沢大学 工学 部電気 工 学科 に入学 し、 学生証番号 は 71-297で あ った

と思 う。 本大学 と大阪外大 とを天秤 に か け て の選択 で したが、将 来 に向けてのは っき りと

した展望 もな い者 に とっては理 系て も文 系 で も、 どち らで もよか った と思 います。 ただ大

都会 とい うものが性 に合 わなか った よ うで、 大 阪のほ うは大学周辺 も薄汚 い印象 で した。

一 方、金大の当時 のキ ャ ッチ フ レー ズ の 1つ は、 城 の中に校 舎が あるとい うことだった し、

事実 それ に惹 かれ た面 もあ り、 又、 元 々ほ とん ど 日本海側 の気候 に生まれ育 った私 には金

沢 の風土 に違和感 な くとけ込 め ると感 したの だ ろ うと思 います。結局は 6年 間在 学す る こ

とにな りま した。 ここで余談 ですが、 6年 も居 なが ら、 又、 こうい う部 に属 しなが らもそ

の間能登 には一 回 も行 った ことがな く、 恐 ろ しい ことに現在 も同様の状況 です。

さて今回、 ワ ンダーフ ォーゲル部 入 部篇 と して書 き進 め るわけですが、 この段 にな って

ふ と思考の中に湧 き、 引 っかか つて しま っ た ことが あ ります。一般 的な企業 な どには いわ

ゆ る社是 や経 営理 念な る ものが掲 げ られ て い るのが普通 ですが、 はた して金大 ワ ンダー フ

ォーゲル部には活動 の 目的や理 念が あ ったのか、 あ るのか とい うことです。 今 さ ら何 を言

って るのか とほ とん ど情 けな い気持 ち で手 元 に あ る部誌 をい くつかめ くりま した。 その結
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果、 ベ ル クハ イム 35周 年記念上巻の部の規約紹 介の所 で第 3条 に 目的 が掲 げ られ ていま

した。 こ うい った条 文 あ るいは法律 は現在 の生活で も同様 で あ る と思 います が、 普段 はほ

とん どの人 に とっては必要 にな らなければ 全 く見 向 き もしな いか、 目を通 した として も記

憶 で きる代物 て は あ りません。 この機 に改 めて、 いや、 ま るで初 め ての よ うにその 目的 に

眺 め入 りま した。

第二条 (目 的 )大 自然 に親 しむ ことに よ り、 教養 を高 め、 体 力 を錬磨 す ると共 に、 団

体 生活 を通 して正 しい人間 の交わ りを学 び取 り、 青 春 を謳歌 し、 もっ

て祖 国に育まれ た 自然 の美 しさを見 いだ し、 又、 ワ ンダーフ ォーゲル

活 動の啓蒙 をその 目的 とす る。

つ いで なが ら、 何冊 かの国語辞典で「 ワンダーフ ォーゲル 」 を引 いてみ ま した。 その結果

若千不揃 いで あ るが以下 の ようにな りま した。「 ワ ンゲル 」 につ いては ワンダーフ ォーゲ

ル の略 とい う こ とで記載 され て います。

1.健 康 の た め、 また 自然 に親 しむ ために、 徒歩 で山野 を越 えて旅 行す る こと。渡 り鳥

運 動。

2.山 野 を歩 いて旅 行す る青年 の団体。徒 歩旅行 をす る人。

3.グ ルー プで 山野 を巡 り歩 き、 心 身 を鍛 え るスポーツ。

4.登 山 を主 とす る大学な どのサ ー クルの称。

上文中、 徒 歩 、 山野、 旅 行、 団体、 グループ

な どの単 語が 目立 ち ます。私 が勝手 に総合的

に解釈す る と ワ ンゲル とは、

仲 間 と共 に、 主 と して 山野 を徒歩 で旅行す る ことに よ り自然 に親 しみ、 ひいては健

康 な心 身 を形成 す ること。 な どとな るので し ょうか。

さて再 度 じっ く り、 第三条 を眺め ると終 わ りの部分 の ワ ンダー フ ォーゲル活動の啓蒙 も

目的の さほ ど小 さ くはな い一 つの柱 ととらえ られ るよ うです。 す な わち解 釈 文 と連 動 させ

ると、 仲 間 と共 に、 主 として山野 を徒歩で旅行す る ことに よ り自然 に親 しみ、 ひいては健

康 な心 身 を形成 す る ことを啓蒙す るとな ります cこ の 目的 が現 在 の時代背景 とマ ッチす る

かは、 は なは だ疑 間 です が今 では啓蒙 す るにあたっては 中高 年 を対 象 に した方が良 いので

はな いか と思 われ ます。 これ は冗談 として、私 の関す る限 りの ワ ンゲル活動 にお いて、 は

た して啓蒙 活 動 が あったので し ょうか。 部則第 4条 、 第 4項 に啓蒙 活動 として、 映画会、

キ ャンプ、展 示 会 な どが明示 されて います が、 私 の記憶 と して は オ ープ ン山行 くらいしか

思 い出せ ず、 ワ ンゲルの 目的 か らす る と少 々お寂 しい状 況 で あ っ たか もしれ ませ ん。 ただ

し、登 山道 や 標 識 の整備、 出版物 の発行、 記録 の整理、 保 管 な ど も間接 的な啓蒙活 動 と言

えな くもな いて し ょうが。

また近 年、 車 て ほ とん どの距離 を稼 いで しま う山へ の旅 行 (こ うい うのは 山登 りとか登

山 とは厳 密 に は言 えな い らしい )を くりか えす筆者 等 に とって は 自然 ・環境破壊 とのかね

あい も気 にか か る所 では あ りますも 一昨年 の 7月 に家族 で久 しぶ りに自山へ行 った時の事

ですが、 旅 行 会 社 の小旗 を先頭 に何十人 も登 って くる高年 の人 々、 ゴ ミを平気でポイ捨 て

してい る高校 生 らしき こち らも大集 団、定 員の 250%位 も詰 め込 まなければな らない室

堂 小屋 (我 々はテ ン ト持 参で南竜 で したが )な どの現実 を 目撃 し、 やは り時代は変 わ った

のか と思 わ ざ るを えませ んで した。 まあ考 えてみれば、 下 界 て普 通 に生活す ること自体 す

でに環境破壊 を伴 う今 (特 に今始 ま った もので もな いだろ うが )で は、 もう行 くところまで

行 かねば な らな いので し ょうか。 だが、 た とえば 自分 の活 動 範 囲 を縮 小 し自然破壊 にな る

ので山へ も行 か な い とい う人が いて も不思議 で はな い世 の 中 だ と も思 いますが。

横道 に逸 れ っぱ な しで肝心 の入部篇 がなかな か始 ま りませ ん が、 始 め るために もう 1回

だけ規約 の中 か ら条 文 を引用 します。

第五条 (部 員 ) 部員の募集期間は年一 回 とし、 毎年 四月 十 日よ り三十 日まで とす る。

期間外 の入部 につ いては、 リーダー会 の 承 認 を必 要 とす る。

(こ の記 念 号 に よれば S47.12.15以 降 は同様 の条項 は第 二十 五条 にあ り )

そ うなの です 、 私 の入部時期 は募集 期間 をかな り逸脱 した もの て、 条項 の通 リリー ダー会

で審議 して も らっ たのです。
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振 り返 ってみ ます と入部後 の私 は必 要最 小 限 の活 動 しか していないようで、 約 1年 余 り
を長 い助走期間 と して、 ほ とん ど存在 感 な く過 ご したのです。 さて、 ぃょぃょ入部篇 と し
て物 語 を開始 します。 *印 文 は現在 にお い て、 わ か る範 囲での状況説明や感想 を記 した も
の です。

入 部 篇   (S46. 4～ S47. 3)

昭和 46年
4/7(水 )  しか し金沢へ行 こ う。 どうな って もよい。 もう家 もあす一 日だけ停 っ

て いる ことにな った。 いや こんなにセ ンチ メ ン タル にな る必要はない。距離 的には そん な
に遠 くはない。 しか しどんな生活 にな るの で あ ろ うか。

4/12(月 )例 に よって先輩 た ち と体 育 館 です ごす。 いろいろな クラブが あ って ど
れ にす るか迷 って しま う。 ライフル もか っ こい いが、 体 を うごか さない とい う欠点 があ る。
ラ グ ビー もお もしろそ うであ る し、 登 山 もよ い し、 ヨ ッ トもヨイ。

*先 輩 たち とは浪人後、 今回一緒 に入 学 した虎 姫 高校 の 2人 。

4/15(木 )体 育の時間は い きな り体 カテ ス トだった。 それによって トレーニ ング
ク ラス とその他 とに分割 す る らしい。 高校 の時 とほ とん ど同 じ内容 てあ った。得 点合計 は
29点 であった。確か高校時代 の SPORT TESTで もその点数だった と思 う。 3級
の はず であ る。 4時 限はなか った。

4/27(火 )昨 日の学生大会 も出席 者 の数 が少 な く、 4.28ス トライキは中止 に
な った ようだ。 もちろん 自分 も長 く出席 したわ け では な いが。明 日は我 が虎姫 HIGHS
CHOOLの 新入生歓迎 コ ンパ がか の大 嶋 旅 館 で あ る らしい。 しか し会費が非常 に高 い。
驚 くなかれ 1500円 。 ああ もう金無 い。

*大 嶋旅館は、 この時代、虎姫高校 の金 大 受 験 宿 で あ った。 この頃、バ ス代 30円 、 風 呂
代 35円 、 散髪 650円 、 家賃 5500円 (1回 目桜 町 で間借 り)な どと記録 して あ る。
例 に よってコ ンパ では乱れて片町の レイナ な どに寄 って、友 人の下宿で 1泊 。

5/9(日 ) しか しそろそろ ク ラブヘ 入 らな ければ な らないと感 じる。 そ うでな い
と 4年 間何 もせず、 ただ生 きてゆ くこ と しか で きな くな って しま う。 それ に して も これ だ
!と い うクラブが見あた らな い。運 動 系 か文 化 系 か。 こんなつま らない こといつ まで も悩
まなければな らな いのだ。情 けな い。

5/20(木 )月 日のたつのは は や い。 明 日こそは絶対 にラグ ビー部の間 をた た く。
(は ず てある。 )し か しなが ら、極 度 の不 安 が つ きま とう。

5/21(金 )放 課後、 松永 さん と話 を して い た ら、 何 だか ワンゲル部へ入 りた くな
っ た。 松永 さん も入 る気 があ る らしい。 明 日部 室 へ 行 ってみ よう。

*翌 5/22の 日記には ヮンゲル部 の ことな ど全 く記述 な し。

5/24(月 )松 永 さん と ワンゲ ルヘ ゆ く。 一応、 卯辰 山ヘ ラ ンニ ング、 そ して体 力
づ くりをや る。 7時 ごろ帰 って くる。 入 部 可 能 か ど うか、 は っき りして いな い。松 永 さん
は、 今年入れな っかた ら、来年入 る とがん ば っ て い る。僕 もそ うしよう。 そ うな る と、 も
し入部不可 の場 合は今年 はアルバ イ トで金 をつ くろ う。 自分 の金 で用具 を買 お う。 ワンゲ
ル も週 2回 。 き ょうの ところは、 た い して体 に こた えな い。 まあまあの状態 である。 先輩
の人 もみんな親切 そ うてあった。

*部 員募集期 間 をとっ くに過 ぎた状 況 です 。 今 年 入れ なか った ら来年な どと、 よ く書 いて
い ると思 います。 日記の中には経過 の記述 は あ りませ んが、 入部 を決心す るのには高校 の
先輩 て もある宇野氏 (15期 )の 存在 が大 きか ったの ではな いか と考 えます。

5/26(水 )ワ ンゲルの審議 会 へ ゆ く。 その結果 一応 入部が承認 され る。 そ して名
前 は忘れ たが、 あ る先輩 に部室 で いろ いろ説 明 を聞 く。 こん どの土曜 日か らさっそ く、 ト
レーニ ングで 山へ行 くことにな って い る。 み ん な に追 いつけ るように、 しっか リ トレーニ
ング しな くてはな らない と強 く感 じる。

5/31(月 )山 小屋生活。 ま あ こん な もの だろ うか。 帰 って きて先輩 に もいわれ た
が、 少 々の さば りす ぎたか もしれ な い。 それ と もあ ま りに も先輩がなつ っ こぃのか。 いず
れ に しろ、 もうこれか ら、 一年 部員 の下 っぱ で あ る ことを頭 において言動 に気 をつ け よ う-86-



と感 した。活 動 自体 は割 合 に興味が もてた。

*入 部 の遅 か った者 の ために、 にわか仕立ての新 トレを実 施 して も らった時 の ことで、確
か二年 生の うちの一人 は高村 さんだ ったと記憶す る。 全 く関 係の な い話 ですが 5/28に
は学館 前て愛 用 の 自転 車 を盗 まれて心底 よ り嘆 いて い る。

6/4(金 ) 合宿 の結 団式は明 日であ る。途 中か ら抜 け 出 な ければ な らな い。少 々
後 ろめ た い気持 ちがす る。 明 日はあま り飲 まな いてお こう。 酔 いつぶれ て汽 車に乗 れなか
った とな る と大 変 な ことだか らなあ。

*親戚 の何 か の用 事 で帰 らなければな らな いと書 いて いる。 日曜 日に帰沢時、 ゆの くに 4
号が ひ ど く混 ん で しん どい としている。

6/7(月 )  牧 野パ ーテ ィの ミーテ ィングあ り。 記録 係 にな って いた。 しっか り
や ろ う。 それ に反 し、 勉 強のほ うは さっば りであ り、

`化
学 も とけ な い。

*こ の頃勉 強 をや って いない、 問題 が解 けな いな どと非常 に心 配 し、憂 えて いる。又、 こ
の 日ザ ック代 と して 4, 100円 出費 と記録。 シュ ラフに つ いて は大学 山岳 ワンゲルのた
めのマ ンス リー シュ ラフ とい うことで、 6/30に 3, 940円 とな ってお り、私 はいま
だに愛用 中。 さ らに地 図 140円 、 部費 600円 な ども見 か け られ る。

6/19～ 20  きび しィー。 27kgだ もんね。 1時 間 歩 きっば な し、疲れ た。 こ
ん どの高三郎 行 きは 35kg。 不安 だ。ぶ ったおれ るので は な い だ ろ うか。 しか し、富 山
県、 石川 県 をま た にかけ て歩 いた。なかなかい きな もの で あ った ことよ。

*医 王 山にお け る合宿 トレだが、本来 は 6/12で あ り、 中止 に な った と書 いてある。

6/27(日 )  とにか くえ らい。 あんなのはは じめ て。 オ レだけが恥 をか いた こと
が あった。 忘 れ よ うに も忘れ られな い。 しか しよ くや った と思 う。 おか げで体 中ががたが
た。 くそ え らい。 いた い。

*高三郎 合宿 トレの あ との全文 ですが状況不明。

7/11(日 ) 全然 あかん。物理 の問題 一間 90分 以 上 や っ たが で きない。 あの部
分 の問題 は楽 に で きな い と、 もう絶望 だ とい う。 あ さって か ら白山行 き。 しか しこのまま
て よいの だろ うか。 もう風 呂へ行 くのがめん どう くさい くらいな の だ。 もう 2週 間 にな る
か。

*勉 強 につ いて は相変 わ らずず っと悩み続 けて いる。 しか し本 当 に 2週 間 も風 呂に行 って
なか ったの だ ろ うか。

(金 )  自山登 山 !′ !ま あまあだった。 4日 間 の うち に いろいろみ た。雨 に
雲 に もかぶせ られ ・ ・。御岳、穂 高等 かす ん で み えた。 国立公園に してはあ
しな い と思 っ た。 今 度 は夏 合宿 10日 間 3ど うな る で あ ろ うか。

*白 山登 山費 用 2000円 とな って いる。

8//2 きの う合宿か ら帰 って

きたわ け であ るが、 いった い全体何 が残 った

のであ ろ うか。 さっぱ りわか らない。合宿反省会 もゆ ううつ て
ごって も らう。 明 日か える ことに決 めた。 13時 の汽車 で あ る
る。 合宿 member  牧 野茂春、 吉本良治、 大 田正 喜、 横
直久、 東郷 博、 金 森廣、 清水重仁   PARTY "舞 舞 "

*鹿 島槍 な どに行 った と記憶す るが、 こんな感想 しか書 いて い
いといわれ て も帰 らな いのに、 まだまだ故郷 に未練 が あ る よ う
か金森 君 の発 案 だ ったはず。

9/3(金 )   9月 1日 に こち らに来 る。来 てみ て驚 い
僕 のせ いか もしれ な い。参加人員がわずか 3名 だ とい う理 由 か
わけが な い。
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あ った。 夕食 を横井氏 にお
。 帰 れ る と思 うと気が休 ま
井 昭 次、 石 田忠篤、祖父江

な い。 その うち、 帰 って こ
だ。 パ ーテ ィ名の舞舞は確

た こ とに山小屋作業 は中止。
らで あ る。柏木氏 に もうし
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10/14     山小屋 作業 の ことで 部室 へ集 合のはずであ ったが、集 まったのは 3
人c 16日 か ら吉 田氏 と入山す ることに な った。 2人 分の食料計画 を作 らねばな らな い c

どう もや りに くい、 2人 とは c

10/15(金 ) 買出 しの 日。 17日 の晩 か ら 6人 分 となる。 明 日、 13時 30分 ま
で に駒帰へ着 いていな くてはな らな い。 兼 六 園下 11時 49分 あ り。駒帰 か らは穂積 さん
のパ イクでゆ く。 明 日は いろ いろ しな くて は な らな い。 ラジオを もってゆ き、乾電池 を買
い、傘 をもってゆ き、筆記用具 を買 ひ、駒 帰 まで 行かねば な らない。 ああ、パ ンのへ たが

部室 にあるはず であ る。渡辺氏 が貝 ってお いて くれ るはず にな って いる。

10/21     山小屋 での生活 は抜群 で あ った。大 島氏、柴 田氏、吉本氏、 吉 田氏、

渡辺氏、横井氏。横井 さんは今、 た った一 人で暮 して いるはずであ る。 4回 目に入山す る

者 が いないのだ。大島氏 は牌 を持 って こ られ た。 毎晩 や った。飯 もた くさん喰 った。仕事
も道 を造 った し、 小屋周辺の整 備 には 目を引 くものが おお いにあった。吉 田氏 と吉本氏 は
さきに下 山 した。兼六園下 17時 30分 に着 いた。 そ して後始末。

*釜 で炊 く飯 は うまか ったの だろ う。 以 後私 の活 動 の場 として犀奥付近 の比重が高 い こと
や、近年飽 きもせず 山小屋酒場 な る もの に顔 を出 して いるの もこの ような事柄が遠 因か も
しれな い。 しか し学校 では後期が始 ま ったば か りの はずですが、 5～ 6日 も入山 して いて
もよか ったのだろ うか。

10/′ 23

10//26

Nov. 6.

Nov. 9.

*あ の辺 りには、 ロマ ン、 オ メガ、 龍 宮 ホ ール な どが あ りよ く行 った。麻 雀 も日記 に よれ
ば 6月 9日 に初 めて手 を染 めて以来、 恥 ず か しなが ら連 日の ように面子 と共 に記述 あ り。

Odt.31th.Sun   たば こを くわ え、 ぼ さあ として考 えた こと。 たば こは吸
って も減 るし吸わな くて も徐 々に燃 えてゆ く。 これ は時間 につ いて もあてはま る。ぼ さあ
と していて も、勉強 して いるときも、 麻 雀 ・パ チ ンコや って いるときも、 なにを して いて

も過 ぎさってゆ く。

ク ラブ総 会 あ り。 なん か陰 鬱 な気持 ち ・・・。

ロマ ンて竹 内氏 の横 で打 つ。 結構 な もうけであった と思 うc

1時 30分 か ら、 示 1で 総会。 なん、とな くだ らだ ら、 出席者少な し c

大 引 っ越 し。 リヤカ ー 2回 。 正 司、初宿、寺脇、 松永、勝 島各氏 の

協 力てひっこしをす ませ た。 夕食 をい ただ く。勝 島宅 で積 む。 いきな り不規則 な生活 が は

しま った。 あす のス トライキ あ る らしい。 授 業 どうな るかわか らな いが ・・・。

*小 立野 3丁 目 (善 光寺 湯の近 く)の 下宿 へ 引 っ越 した。二食付 で 12, 500円 。 リヤ
カ ーのため何人 かでや らないと、小 立野 台 へ の登 りは きつ い。

Nov.18.   土曜 日は歓送 登 山が あ.る 。 ク ラブ員全 員参加 らしい。 70余 名 の名

前が ズラズラ書 きな らべ てあった。 あ あそ うだ、 17日 に大 田氏 にル・シ ャ トウてオ レと

もう一人の清水 にコー ヒーをサ ー ビス して も らう。

Nov.20～ 21 歓送登 山。何 か、 は じめ か ら楽 天気分一杯 だった。 ダムか ら一 ピ ッ

チ。 帰 りはば らば ら。酒、 しか し、 3年 生 の女 の人 がつ いて くれ た り、 たば こに火 をつ け

て くれ た り、何 かほろよいだ った。 2班 、 牧 野、 宇 野、石 田、北川、辻、 立浪、 Mr.柴
田であつた。

*メ ニューはスキヤキだ った よ うだ。 タバ コ は何人 か の先輩諸嬢 の方 々 も吸 ってお られ た

と思 いますが、 どんな銘柄 だ ったの て し ょう。 我 々はハ イライ トが一般 的 だった。

Dec.2th. _一 限 目文学休講 。 バ ス代損 した。二限 目相変わ らずつ らい。三限 目

は いつ も睡眠。 四限 目は眠気 が ささな い。 五 限 目は な いのだ。最近部室へ行 くのがお っ く

うである。今 日は体育の ために いったのみ。 いや な気分なのだ最近 は。

*こ の頃 は、 クラプをや るときはや る、 や りた くな い ときはや らな いな どと書 いて いる部

分 もある。

Dec.4.   午後部会。 気分 悪 し。 7時 過 ぎにな る。 コ ンパ流れ。

*コ ンパ は 1年 部員コ ンパ て、 次 の よ うに 1週 間 の びたようで、 会場 は北瞑寮 だった。
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12/12(日 ) 昨 日の コ ンパ。酔 いつぶれ、 ぶ ざまな醜 態 を さ らした。 女 の子 の し

ゃ くだ とよ うまわ る。 英 の と ころで一夜 を明かす。 メ ンバ ー、 田中正、 川端、 金森。 朝方
か らつむ。 そ して昼頃 パチ ンコ。 そ して帰 る。

機械科 の 奴 らと文 学 の授業 に出席 し、勝 島氏 の返事 を して帰 るЭ 6時 30分 ごろか ら、 9

時 30分 まで寝 たc田 中 と小木 曽が きていた。 田中は京都 と大 阪 へ 来週 い くらしいので、

水曜 日、 英 語 と化 学 実験 へ出席 してや ることに した。 明 日は木 曜 日、 トレーニ ングがあ るc

*部 員 て はな いが、 代 返 と代 出席 の実態の一部。 こういっ た中、 昭和 46年 も終 わ りに近
づ き 25日 に は 19歳 の誕生 日を迎 えることにな る。 ダ ラけ た生 活 を嘆 きつつ。

12//13

12/14

昭和 47年
1/10

トレーニ ング中止。

い。登 山靴 を購 入。

2//29
ああ、 寒 か った。 三 日間雨 と雪。

よ く耐 え られ た もの てあ る。 また

もtl年 生 は 2人 の み。

ザ ック も割 合重 い。 帰 りは ラ ッセ

ル、 ラ ッセ ル。集 中 したのは 4パ

ーテ ィのみ。 あ との 3パ ーテ イは

脱 出。雪 は 2mく らいは あつたろ

うか。食料係 として miStake
多しO

*2月 の初めは雪が少ないと書い

たが、不意の大雪 になったのだろ

うか。

パ ークにて、 医王山冬 山 ミーテ ィング。装 備 係 とあ いな る。

成 人式 P.W.の 装備 計画の ため、 部室 で一 時 を過 ごす。 4限 目、

クラブ ミーテ ィング、

勉強 や らな くちゃな らな

8500円 也。

#"lv Mem ber 間所、 石 田、 西 村、 村瀬

(*以 後 2月 初 め まで記述 な し。 )

2/2(水 )   クラブ トレーニ ングかな りきび しか つた。 田中正 がオ レの下宿 て沈

殿 す る と言 い出 したので しかたな く宿す。 11時 ごろま で眠 った。 その後少 し学習 した。

彼 は週 刊誌 に読 みふ け って いた。

*こ の 2月 雪 が全 然 な い と書 いている。 この後 しば ら くして ス ト権 が確 立 して、後期試験

は 4月 にな った と して い る。

2/13(日 ) 札 幌冬季 オ リン ピック も終 った。 ク ラブ関 係 で は天気 図を とるの を

相 当忘れ た。 これ ては いけな いと思 いなが ら、 つい聴 くの を怠 って しま う。

2/23(水 )  き ょうの トレーニ ングは最高 に え らか った。校 内 2周 、 階段 の登 り

5回 ・ ・ ・。 ふ らふ らした。新ニ トレももうす ぐ。 入試 も も うす ぐ。 春 山準合宿 ももうす

ぐ。後 期試 験 も もうす ぐ。 何 もか ももうす ぐ。 最後 に光陰 矢 の如 し。

2/25(金 ) 夕方、 春 山M。 あすは員 出 し。 少 しば か りの準備 をす る。 ワカ ンに

あまに油 ぬ って な い。 ま あなん とかな るさ。

2/26(土 )  PM2、 員 出 し、買 出 し表相 当 miss。  パ ッキ ング、 重量 30
kg。 合宿 よ り軽 いが冬 だけ あって 2泊 3日 て も重 い感 じ。 春 山準 合宿 では思 いや られ る

電 省薄 :Ъ 雰 冥 倉針 兵 頂¥:二 :l:∫ 単 足 1:1ニ ユて R黒 見と な ξな液 f｀

つた゛明 日
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3/1      反省会 の後、 清 家 宅 で積 む。 中野、英、林、三浦、寺 内。 そ して
あ とか ら酔 っぱ らって来 た者、塚 本、 金森 、 山 内、 金井。 朝、橋場 か らバ スて帰 る。

3/11(土 ) きの うはパ イ ト。 10時 に開 始。 3時 30分 ごろ終 わ った。 なか な
か疲れ た、 ポ スター貼 りといって も。 1400円 で あ ったが、北 国新聞のね えちゃんが、
1500円 に して くれた。実質 は 123枚 で あ った。 それ を 140枚 に して くれ、 また も
や 150枚 に して くれた。 ええ、ね えち ゃん や ったぜ 。 き ょうは、 2時 か ら トレーニ ング。
え らか った。足ががたが たにな った。

3/17(金 )  トレーニ ング。 夜、 横 井 氏宅 へ よる。川端、 宇野、寺 内、 中野。
ワカ ン確保。第 7て 10時 30分 め し。 中野 宿 泊。 川 端帰 るであろう。 18日 か ら当分 の
間、家 をあけ る。 まず辻 田宅。 そ して ウ ィ ンパ ーの中。 45kgも かつ いで歩 け るであ ろ
うか。・少 々、 自信 ない。

3/30(木 ) 久 しぶ りに diaryの 問 をたた く。 さすが春 山のだいご味。 いか
った、 いかった。 しか し 1年 生 として、 ま た、 気象 係 と してなん とチ ョンポの多 い ことか。
Member B隊  清家雅 幸、松縄 宏、 川 端 俊朗、 北川 隆次、 中野。
中 で もよかったのはシゲ ジの壁。下 りの シ リ制 動 !!ズ ボ ンも破 れた。 ス ピー ドあ リス リ
ル あ り。 ABCD隊 のそれ ぞれ が力 をあわ す。 すば らしい ことではないか。 きび しい寒 さ。
そ の中でのプ ロ ック積み。 あれ はえ らか っ た。 オ レは Clで 熱 を出 した。 その次 の 日は個
人装 備 だけで行 った。 まあ回復 した。 シゲ ジの 2峰 で快晴 の際 に SunOilを 塗 って 日
な たぼ っ こ。御 前峰、貪Jが 峰、 大汝、 七倉 、 四塚、 釈 迦、別 山、 シゲ ジ、雪 の山々 ■・・。
帰 りに B.H.て ドンチ ャ ン騒 ぎ。 酒 と男 と春 歌 e tc。

*沈 殿 2日 を含み 9泊 10日 の春 山準 合宿 。 山 自体 は 当然 てあ るが、 なん といって も養 蚕
小屋 での最終 日の一夜は楽 し く、強 烈 な 印象 を受 け た よ うに思 う。 どれ くらいの熱 だかわ
か らな いが、 回復 は こういった状況 下 では 若 さや体 力 とい うよ りも気力のなせ る技 か。

当然 なが らまだまだ未熟で あ った よ うです が 何 とか持 ち こたえて ここまでやって きた と
い う感 じで し ょうか。

中堅 篇  (昭 和 47.4～ 昭和 48.3)

後期試験未終了 のまま 4/1に は 自動 的 に 2年 生 にな った。 部活動 につ いては、 よ うや

く助走期 間 を終 え、夏以降 くらいか ら積 極 的 に取 り組 み は じめ るようにな ったようです。

昭和 47年
4/22(土 )～ 23(日 )線 形 の試験 、 カ ンニ ング承認 の感 じであった。 自信 のあ っ

た のは一間のみであった。 その後、 中野、 藤 野、 松 平 とて桜荘へ。 その後 クラブ総会。 新

トレの際、 おれは全体 の装備係 とあ いな って しま った。一度 も装備係の経験 はな い。 しっ

か りや らねば な らないと痛感 す る。 そ して P,M.6:00よ り石川門下 ちん し ょう園 で

コ ンパ。 乱れ乱 れて ピールのぶ っか け あ い。 一 年 生 の奴 ら、 俺 よ り年上のやつばか りだ。

一 浪が 多かったよ うな気がす る。 そ して 2ダ会、 赤 玉へ。 そ して 3次 会、 ル・ ビア ンヘ。

釆 この線形の試験 て遅れ ていた後期 試 験 の終 了。 年上 よ りも同年 というのが正 しいよ うで

す、 ごめん。

4/27(木 )  な に もか も無 気 力cク ラブヘ 行 く気 もな い。 めん どう くさいの一 語

に尽 きる。 29～ 1日 、 山小屋 作業 、 装 備 係。 5/20～ 22日 、新 トレ、装 備係 や る気

な し。授業 をさぼ ってまてや らなけれ ば な らな いの だろ うか。

4//28(金 ) 山小屋 P.W.の Packingを よ うや く完了 した。 明 日は 8時
30分 集 合である。 1日 の午 前中に帰 る。 しか し、 土 曜 日の授業 は さぼ る ことにな って し

ま う。 月曜 日は化学実験 が あ る。薬 学 部 の女 子 の顔 が見 られ るのである。

5/1(月 ) 山小屋 を 6:30出 発 。 駒 帰 を 9:50発 バ ス、 150円 で兼六 園

下 につ く。 そ して、 2限 、 3、 4限 と授業 に出席 。 渡辺、 中野、 田中正 の面 々は残 った。

旧道 と新道 とに分 かれて登 った。 おれ は 旧道 を登 り、 高三郎 の一峰、二峰 と 2年 生 にな っ

て は じめて登 った。 かの有名 な山、 高 二郎 。 残 雪 もす こしあった。頂上 で コ ンデ ンス ミル

ク とカル ビスで もって雪氷 を してたべ た。 しか し暑 さが とたえた。 ぃつ もなが ら山小屋 て

の釜 で た くめ しは うまか った。 旧道 は オ レの切 り開 いた ところ もある。 さすがに うれ しい
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気分のす る もの だ。 白山、 北 ア、見越、奈良、大笠 もみ えた。 そ のむ こうのお いず るには
川端 たちが い って い るはず であ った。
Member  今 村 (4)、 渡辺 (3)、 竹 内 (3)、 塚 本 (2)、 井上 (2)、 清水
(美 )(2)、 亀 田 (2)、 寺 内 (2)、 中野 (2)、 田中 (正 )(2)以 上

*こ のペ ー ジに ダム よ り見 た高二郎 の スケ ッチ も一緒 に書 いて い る。

5/2(火 )   成 績表 !!  法学、体 講、 数 Aを 除 き一 応 すべ て passし た。
数 Bが 優 であ った。 驚 き !! 可は梶 先生の Englishと 歴 史 学。 菊 池先生が良 であ
ったのは不平 あ り。

*結果 的 に優は一 つ だ ったの だろうか。

5//3 久 しぶ りに散髪 にゆ く。去年 の 8月 以 来 で あ る。 少 々短 くしす ぎた よ
うだ。 明 日は帰 省 で あ る。   

′

*確 か に長 くして いたが 9ケ 月 もの間、 全 く手 を加 えなか った の だろ うか。

5/8(月 ) 夜、 川端 と田中来 る。 エ レキギ ター をな らして帰 る。 明 曰く 装 備分
け を しな くては な らな い。 何 もか もめん どう くさい。

*ほ とん ど弾 け な いな いのにギ ターは持 っていたよ うだ。

5/9(火 ) あ あ、 くそ う、 めん どう くさい c

て しま った、 今 日は ほん とうに。む しゃ くしゃす る。 1

グ、疲 れ るぜ ま った く。

*装備 分 け とは新 トレの ため だったのだろ うか。 全 く記憶 にな い。

5/10(WED)世 界初 の物理 学実験。 ヤ ング率 の項 目を少 々前 もって見 てお いたの
は よいの だが、 場 所 が ちが った。何 という困難 な実験 だろ う。望 遠 鏡 の よ うな もの をのぞ
いて、 スケール の 目盛 りを読 む。鏡 の回転 によって移 動す るので あ る。 パ ー トナ ーの館氏
のおか げ で ど うにか こうにか レポー ト完成 まで こぎつ け、 一 発 で passし たが、 時 はす
てに 6時 前で あ った。 や って ぃて、 全然理解 で きなか った もん な。 今 日の実験 は。

*必須科 目の実 験 の 内容 の一 部 まで書 いているのは ここだけ で あ る。 今 もこういったカ リ
キ ュラム にな って い るの だろ うか。物理実験 につ いては非 常 に神 経質 に な っている。

5/18(木 ) あ あ、疲 れ た。健民 公園まで走 って、 その後 装備 の仕事。家 へ着 い
たのが 10時 40分 。 もういや にな る。 しか し、 おれ は北川 隆次 に大 き く借 りがあ る。 明
日は Packing。 ま た もや遅 くな ることは必至 て あろ う。 買 い出 しは昼休 み。 その前
が装備 分 け。 足 はが たが た。 帰 りに田中正 と揚子江 で五 日そば を食 べ た のみ。

*大 きな借 りとは な ん だ ったのか不 明。

5/22(月 )  お れ に とっては初 めての新 トレ。不 安 で あ ったなべ も順 調てあ る。
2年 生 と して どん な仕事 を したであろ うか。 もっ と リー ダー を助 け るべ きで あったのか。Member P.L.宇 野潔   4年  山田廣、矢 津早 苗   3年  祖 父江直久
2年  清 水啓 紀、 大 石 恵子  1年  川村、井上、 吉 田、 山 田
高三郎 旧道 951ま で

絹 で meeting。 その後積 む、 公園下 クラブ。祖 父江、 山上、 井 上 (2)、 林、井 上
(1)。 そ して若 葉 へ。 Mr.祖 父江のお ご りであった。 ふ らふ らの状 態 で化学実験 レポ
ー トと装 備 報 告 を書 いたのであ った。

*酔 っぱ らいな が らも勉 学 とクラブ とを両 立 させ て ぃ るのか。

5//25(木 ) 夜、 啓 やん と工学部 27番 教室 ヘ ドンチ ャ
監視 がや って きたが 何 と もゆわず。

*??

錦
装 備 分 け や て ,・ ・。 ぃゃ にな っ
年 生 を連 れ て卯 辰 山まで ラ ンニ ン
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5/31(水 )

6/7(水 )

6//17へ 18
も う寝 るぜ。

6/21(水 )

本 日は休 み。 学校 の 創 立 記念 日。

2年 生 meeting。 合宿 の ことについて。中野 と問所氏 に伴 う

水曜 とい う日は ま さに最 悪 の 日て あ る。数 B、 力学、物実 とま さに

第 1回 合宿 トレーニ ングcも うわけが わか らん。 び し ょぬれ だ った。

南 ア北部 P.W.に も行 くつ も りです。 山小屋作業 に も行 きたいの

頭 がかん かん にな る授業科 目ば か りで あ る。 あ した は はや くもも くようです。 いち じか ん

め は どいつ ごで、 に しかんめはかが くです 。 ひ るか らはでん きか いろ りろんのてす とが あ

るのです。 さて どうな りま し ょう。 べ つ に これ とい ってま じめにべん き ょうしていませ ん。

*な どとまだまだ続 くのです が この辺 に してお きます。

6/11(日 )  10日 、 史上初 の献 血。 あ あ、 グ ロテ スク。 その後総 会。 その後結

団式。 その後 オ リンピア。 その後間所 宅。 11日 、 浜 川 とオ ー トパ イの りまわす。夜、 間

所 宅 か らの ビール 2本、 寺脇 と飲 む。

合宿 Member P.L.間 所  S.L.中 野  4
2 清水 (美 ) 1 大森、 平井、 堂 野、 恵 比 寿

*結 団式 は校 内でやったのだ ったろ うか。

大 田、北島  3 奥名

ですが、 日の関係 で無理 で し ょう。 一度 は こうい う こ とも否定 してお きなが ら、 つ いには

勉 強 を横 に置 いて しま うのです。 これ て正 しいの で し ょうか。大変 まよう所 です c

6//23(金 ) しか し、 あの体 育 の授業 は頭 に くる。 時間 を 10分 も延長 した上、

綱 登 りをや らせ る。 4mし か登れなか った。 体 操 は 5人 の 内に入 らなか った。 あれ だけ幸

運 で あ ったcあ す の駅 伝大会 ・・ ・、果 た して どん な結果 になる ことや ら。

6//24～ 25 駅伝大会 !!総 合 4位 c優 秀 選 手は大森 であろ う。相 当苦 しか った。

そ こで ピールは 5本 。 コ ンパ代金 300円 。 間 所 宅 で スギ ヤキ コ ンパ。途 中で間所氏か ら

1000円 出費で ビール追加。女達 もよ く飲 ん だ。 大 田氏 もいた。平井 と大森 は睡眠.堂
野 、 中野、奥名・ ・・は積 む。朝 の 5時 まで や っ た。 そ して眠 る。起 きたのが 10時 30
分 。 帰宅 して寝 た。

最近 は山へ行 くのに何 か情熱 的な もの を感 ず る よ うにな る。 ただの行 きたい という気持

ち だけで あるが。 それは 1年 生諸君 を下 に控 え て い るか らか もしれない。

6/26(月 )  最近は いい天 気 が続 く。 貯 金 を 5000円 お ろす。 その うち今 日は

3500円 使 った。 内訳 は  1.ニ ッカ  2..合 宿 トレーニ ング費  3.地 図代

4.食 費  5。 交通費  とな ってい る。

6//30(金 ) packingの 日。 ど う もいやだ。 団装 が少 しも回 って こな いの

で あ る。 これ もほん とうに困 った ことで あ る。 石 をつ めて、 ああ、 30kgに す るので あ

る。 ば か らしい というか、 こっけ いで あ る。 明 日は 雨 にな るか もしれな い。 いや だなあ。

7//3(月 ) 7月 1日  金 沢 一駒 帰 一 B.H.下   7月 2日  B.H.下 一高

=郎新道 -989peak一 金沢

1日 、 ダムをす ぎた ところで 2500円 ひ ろ っ た。 それ て、 中野、間所、奥名 の各人 と

宝 生会館 (宇 野氏 の同行 )で 、 そ して銀 プ ラ メ ンバ ー だけ で奥名氏宅でのむ、 くう。寿 司

3000円 ・・ ・。 10時 す ぎかな、 横井 氏 登 場 。 のんで も らいます。横井氏 の部屋 で 3

人 が寝 かせ て も らった。

*お 金 をひ らうの も珍 しい。 ま さか ワ ンゲル部 員 の誰 かのお金 ではなか ったで し ょうね。

7/10(月 )  クラブで遅 くな って おば さん に いや な顔 をされた。正 当な理 由は あ

るの だ。 オ レもいつ も精一杯早 く帰 って くるよ うに して い るのだが。

*ク ラブ だけてはな く、 日頃 の生活 も不 規 則 で 10月 末 に引 っ越 しす ることにな る。
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7/11(火 )   この数 日は梅 雨前線 の盛 り返 して全 国的 に大 荒 れ に荒 れて い る。 日
本 の上 に梅 雨 前線、 そ して太 平洋 とシナ海 には 4つ の台風 が存在 す る。 ほん とうに奇怪 な
天気 で あ る。 夕食 を食 ってか ら トレーニ ングにいった。腹 に ぐっ と こた えた。 そ して電通
で コー ラを飲 ん だ。 間所 氏 は 中野 と大森の代金 を もつ。 そ の後、 Leader会 らしきも
の を観 ま して、 プ ラブ ラ帰 って きたのであ ります。

*す て に異常 気 象 の現 われ か。

7/15(土 )   15日 朝、 7時 にごろん と寝、 10時 ごろ家 へ 帰 る。 あわててクラ
ブヘ行 く。 当然 の如 く、 買 い出 しは延期。 月曜 日の 10時 とい う ことに な っている。 そ し
て ワンゲル部 員 憩 いの場  "Ω "へ 行 く。間所、奥名、 宇野、 田中正、 清家、 増 田、三宅
氏 ら・・・。 そ の 後、 清 家 宅 で増 田、三宅氏 と積む。 ボ ロボ ロに沈 む。

*白 山合宿 トレ延 期、 即 ギ ャ ンブル か。

7/17(月 )   10時 ごろ部室 に行 く。 Leaderの 間 で の話 し合 いがお こなわ
れ ていた。 間所 氏 は は じめ行 かな いつ もりであった。 11時 す ぎに行 動 す る ことに決定 し
た。 そ して買 い出 し、 packing。 オ レは重量が 20kgく らい。 明 日は 7時 出発 で
あ る。 お ば さん が お に ぎ りを作 ってやろ うといって いた。 夕食 に ビール を コ ップ 2杯 も ら
う。

7//20(木 ) 天 気 は上 々。顔 が真 っ赤 にな った。 よ う焼 け た。
め もよか った。 さす が ・ ・・ っ。 明 日か ら帰省 しよ うと思 う。 25曰 く
で ある。 帰 りに ジェ ネ で奥名 様 に ビールをお ごって も らった。

*結果 と して全 パ ーテ ィ砂 防、 南龍 の同一 コースとな った と思 う。

御 前峰 か らのなが
らいに来 るつ も り

7/25～ 26   A.M, 11:00よ り買 い出 し。 P.M. 7:00間 所宅 でコー
ス説明会。 A.M.0:00例 によって 4人 が残 る。 ああ、 こん な時 にま で麻 雀や って も
よいで あろ うか。 A.M.3:00奥 名氏 に乗せて も らって彼氏 の下宿 に到 着。 A.M.
11:00帰 宅。 そ して P,M.2:00パ ッキ ング、 割 合 早 か った。 35kg前 後 にな
る。 そ して矢津 嬢 に運 ん で も らう。 そ して渡辺 Partyを 盛 大 に見送 る。 明 日の朝 5時
には松縄、宇野 氏 ら、 そ の あ と我 々、 三宅、坂尻氏 らがゆ くので あ る。

*コ ー ス説 明会 とは どん な こと してたのか。特 に飲 ん だ と も書 いて いな い。

8/4(金 ) Member P.L.間 所新一  S.L.中 野 淳 一
4 矢 津早苗  3 奥 名 正 啓  2 清水美智子  1 大森 克成  平井幹 男 堂野外 巳明
恵比寿 泰子     帰 って きたぜ。 一番 よか ったのは薬 師 や黒 五 か らの水 品、赤牛 らの眺
めであろ うЭ槍 も人 が 多 いc去 年 はほん とうに少なか った と思 う。 スタ ンプ もた くさん押
して きた。大 天丼 では雷、 風、 雨 で,や られて、 小屋へ避 難 した。 素 泊 ま りで 1000円 で
あ る。 大 天丼 で は水 が な か った。 中房 か ら有明までは taxi。 この方 がバ スよ りも安 く
あが るの だか らお も しろ い。

8//5       P. M. 1:00
行 った。

*水 晶 は 翌 年 め ざす こ と に な る。

PARKで 反省会。 その後 4人 で 公 園下 ク ラブヘ

8/7(月 )   A.M.lo:00よ り反省会。 Po M.2:45終 了。 その後、大
森 と 2人 で合宿 の装 備 の整理 。 平井 と恵比寿 と堂野 の奴等、 何 を して るのか。 P.M.7
:00山 内宅 で 2年 生 meeting。 酒飲 んでペチ ャクチ ャ。 0::45帰 る。

*全 体 の反 省会 か ど うか覚 えて いな い。

8/10(本 ) ス タア劇 場 へゆ く。 そ して 10時 前に
'尋

宅c久 しぶ りの天 気 図 をとっ
てやったc川 端 の やつ シ ュ ラフ とザ ックを取 りに来なか った。 お か げ て ズブ濡れ である。
部室へ行 った ら赤 牛 P.W.の 準備 中であった c

*状 況 か らす る と夜 中 に シュ ラフ とザ ックを部室 まで持 って行 った ので あ ろ うか。
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) 部室へ計画用紙 と南 アの ア ルパ ィ ンガ イ ドを取 りに いった所、 ち ょうeaderと す る トレッキ ングの連 中が 帰 って きた。沈殿、 沈殿 で予定は大
。現在、 白山には上馬、 南保、 間所 氏 と川端 らも入 っているが、 ほ とん ど沈
い。

*南 ア北部 P,W。 のため少 々勉強 しよ う と して ぃ る らしい。

8/15(火 ) 毎 日、 毎 日暑 い !午 後 部室 にて ブ スゃ装備 の点検 をや ったっ点検 の最
中 に焼 きそば を作 って食 った。 田中正 が や って きた。 おれ は 30円 しかなか ったが、彼 の
お ご りでみか どへ行 って ミルク小倉 フ ラ ッペ な る もの を食 った。 それか ら彼 あパチ ンコ を
見 に いった。 4時 30分 頃か ら部室 で ごろん と横 にな った。 5時 す ぎだったか、り|1端 が 自
山か ら帰 って きた。オ レのザ ック とシュ ラフ も持 って きた。 中野 との連絡が とれな いので、
川 端 に残 りの地 図 も借 りることに した。 明 日は買 い出 し、 パ ッキ ングである。東京 ス トア
で買 う らしい。

*8/10と 関連 して、私 の シュラフ、ザ ック を貸 して いたのか ?P.W。 の記録 をみ て
も川端 が 自山へ行 って いた事実 は見 つ か らな い。 地 図 は もち ろん南 ア。

8/17～ 24  南 ア北部 P,W.=ナ ポ レオ ンの ための P.W.塩 見一山 7000円 。
同 じコース往復。 Member 西 村、 増 田、 三宅、 亀 田、 大森
24日  茂六 にて Po W.の コ ンパ 。 その後 オ リン ピアヘ。

*パ ーテ ィ名 はオール ド.8/20、  21と 北 荒 川 で沈殿 。 5分 の 1ほ どしか消化せず下
山。 テ ン トの中で トラ ンプば か りで あ ったが、 ま こ とに楽 しい Po W。 でぁった。亀 田、
大 森 と共 に翌年再挑戦。

メンバーは3回生3名、

2回生2名、1回生 1

名。うち最年長が1回

生という訳で「ォール

ド」

8/26     母 か らの手紙。「 ポル の死 」「 俺 の友 人 が一人減 った」

*小 学 5年 の ころよ り飼 っていた愛犬 の こと。 いつ ま で も野性味 を失わなか った犬 であ っ
た。信頼 で きる、 自然 につ きあえる友 で あ った な ど と述懐 して いる。先祖の墓参 りもかね
て 9月 2日 に帰省。

9/4(月 )  帰 りに部室 へ寄 った ら、 増 田氏 が いて、 明 日バ イ トをや らないか とい
わ れ て、 なん な く承認 した。彼 の下宿 へ 12時 ごろ行 けば い いそ ぅなのであ る。

9/5(火 )  12時 ごろ増 田氏 の下宿 へ 行 く。 迎 えの車 が来 ない。ぼんや り待つ。2時 前 に来 た。 そ して内灘のほ うへ行 く。 ソフ トボ ー ル大 会 のテ ン トの撤収 であった。 重
た いテ ン ト、 ポール、 イス・・ ・。 5時 前 には終 わ った。 しか し、 テ ン トやポールは返 却 」
せ ねば な らな いのて、 1時 間は ど車 に乗 った りして、 や っ と 6時 に終わ り、 上諸江 か らバ
ス、 バ スで帰 る。

9/6(水 )  物理実験 では中野 と共 同で あ った。終 えて部室 に立ち寄 る。北川隆 次
が 一年 生 4人 と 2年 生 3人 にお ごる。 "み か ど"へ 。 The 3th 白山ベル クハィ ムP,W.の Memberが 決定 して いた。 高村、 増 田、 金森、渡辺 (和 )で ある。現在 の
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所、 部室 には P.W.の 大盛 り。思 い出せ る所 をあげてみ る と、 まず、 自山 一ベ ルクハ イ

ム、 上 高地、 秋 の 自山、 常 念 山脈、朝 日連 峰、森本川、 八重 山、 五 箇 山、 八 ケ岳、 それ に山

小屋作業 と非常 に多 い。

9/7(木 )  午 後、 専 門 さぼ る。 間所氏 と ミカ ドヘ。 その後 、 増 田氏 とル ・ シ ャ ト

ウヘ。バ イ トの金 入 る。 5時 よ り自山一ベル クハ イム ミーテ ィング。 食 料 係 にな る。 だ ら

だ らした話 で頭 に来 た。 軽量 化 をはか らねばな らな い。 それ に 8泊 9日 、 子 備 日 5日 とい

う長 さ。 最大 の 山行 にな るか もしれ ん と増 田氏 もいってた よ。

*ど う も ミーテ ィングは苦 手 らしいが、義務感はある模様。

9/8(金 )   体 育 の時 間。 また もや当て られなか った。 3時 25分 ごろ よ り始 ま

て、 4時 10分 ごろ終 わ った。 信 じ られない。 5時 よ り 2年 合 ワ ンの meeting。
料 の係 に啓紀 と と もに指名 され た。

9/12     今 日、 オ レは大 schockを 受 け た。 と う と う言 われ た。 下宿 を変

われ と。 朝 は遅 い し、 晩 も遅 い。 が つ くりきた。来月 まで に何 とか しな くて はな らな い。

田中の所 が 3畳 で あ いて いる という。 これ か ら相談 に行 って来 る。

9//20(水 ) き ょうでやれ やれ物理実験が終了 した。 12回 の実 験 をや ったが何 の

成果 も残 らな か った よ うだ。 5時 過 ぎか らP.W.の Meeting。 そ して電 々に飯 を

食 べ に行 った。 高村氏 が 言 って いた。 もうす ぐ新 トレじゃな いか と。 そ う もうす ぐであ る。

俺達 2年 生が Leadershipを とらなければ な らな いので あ る。

つ
食

*自 分 には Leaderは つ とま らな いだろ う

な どと述 べ て い る。

9/29(金 ) 一応 試験終 了。 中野、藤野、 松平 とで cherr
ろか ら引 っ越 し。 ま あま あ落 ち着 く。

*文 章 か ら判 断す る と 9時 とは夜 の 9時 か。小立野 1丁 目の下宿 の 3
様。後 に部屋 は か わ るが 4年 半 ここで暮 らす。

10/ノ 1(日 ) 朝 6時 30分 部室 へ。 1年 コ ンパ の残 留 党 が数 人
へ。 7時 47分 のパ スで二俣 へ。車掌 が切符 を 2枚 くれ た。 1枚 も う
ングで あ るが きつ か った。 地蔵 峠ま で。 ほん とうに初体験 の ブ ッシュ

歩 いて いた。 地蔵 峠 までゆ くと、 国見、黒瀑、鳶岩 等が よ く見 られ る

チ で見上。バ スの なか て はね む い、 ねむ い。 そ して部室 では しば ら く

山小屋作 業 はパ ッキ ング完 了 で あった。

*9/30に 中野 宅 で 2年 生 10名 ほ どでコ ンパ らしき もの を催 して

飲 まなか った と して い る。 増 田氏、 風邪気味で不参加。

10/2(月 ) しか し今 日の買 い出 し packingは 疲 れ た。
それ て明 日の 出発 は明後 日にな った。頭が重 い、 熱が あ るよ うだ。 明

快復 にむ かわ な ければ お れ は ア ウチ か。 アウチ にはな りた くな い。 オ

*高 村、 増 田氏 は松林 氏 と共 に 9/28～ 29に 三方岩岳 ヘ デ ポ に行
私 だけでな くみ ん な も疲 れ てお り、 この時点で 10/4出 発 にな って

10/3(火 ) 何 か と ごた ごた して、大手町病院へ。 高 村氏 に金

注射 1本 と薬 4日 分。 少 しは楽 にな った気がす る。熱 がな いの に (3
ように感 じて しま う。結 局、 明 日出発 とい うことにな った。

*明 日の出発 を前 に全 員 の体 調 もギ リギ リの所 で持 ち こた えた よ う。

度 4分 くらいて微 熱 は あ ったのか。

10/15(日 )ほ ん とうに大 P.W.。 兼 六園下か ら始 ま って一
へ。坂尻氏 らと も ワ ンゲル平 で あ う。 BergHeimで は 山 田氏 の

生 の old。 西村、 上 馬 の各 氏 に も出会 う。 ほん とうにがん ば った P
は よ く走 った。 ダ ムか ら駒 帰 の少 し前まで。部室 に誰 もいな か った の

-97-

yへ 。 そ して 9時 ご

畳 の部屋 に入 った模

い た。 着替 えて橋場

け た。 さて トレーニ

。 もうふ て くされて

。 地 蔵 峠 か ら 1ピ ッ
ぼ け っ として いた。

い るが、 珍 し く私 は

み ん な もそ う らしい。

日の うちに少 して も
レは燃 えて い る。

って も らって いる。
いたの ですね。

を借 りて 1650円 。
6度 4分 )の にあ る

現 在 私 の平熱 は 35

周 して また もとの所
差 し入 れ の酒。 8期
。 W. 。 しか し今 日

が寂 しい。北ノ‖がコ



― ヒー をお ごって くれ た。川端 がお っ こち た ら しいc Bushは ぇ らい。笈、 大笠、 仙 人
窟 ・・ ・。分速 8m。 水は 100cc。 熊 の巣 平、 岩 底 のキ レッ ト、奈良岳 池増 ・ ・。
大 笠 の ピー ク直前で 目をついて しま った。 現 在 充 血 中 であ る。 ヘルメ ッ ト様 々の感 じで あ
っ た。 明 日の発表、 さて どうな るか。

*沈 殿 2日 を含む 11泊 12日 。発 表 とは もち ろん試 験結果 であろ うが、 16日 は 日記 も
つ けてお らず。

10//24

*??

運動部委 員会 に managerの 代理 と して出席 した。

10/29(日 )土 曜 日は総会が あ った。 間所 氏 が予 想 どお り部長に立候補 した。 き ょ
うは、 引 っ越 しを した。 さすが 8畳、 だだ っび ろ い感 じがす る。

10/31(火 )実 験 をいい加減 にす ませ て 中野 と と もに部室へ行 く。果 た して 2年 M
eetingあ り。食料係のチ ーフ だ。 明 日は 工学 部 の運 動 会。 といって も俺 は買 い出 し

にゆ かねば な らな い。

*工 学 部 の運 動会 には、三悪競争 (酒 を 1合 飲 ん で、 タバ コ を 1本 吸い、麻 雀牌 を積 む )

とい うのが あ リー度参加 した ことを覚 えて い る。

11/1(水 ) 買 い出 しをす る。 そ してパ ッキ ング らしき もの もす る。我がク ラプ の

新 執 行部 ではオ レを装備係 として用 い る らしい。 あ ま り乗 り気 じゃないがな。 しか し、 以

外 と体 が もつ。 たった睡眠 2時 間で あ るの に。

11/5 3日 ～ 5日   2年 合 ワ ンc俺 の最 高最 大の悪乗 り山行 にな るか もし

れ ぬ。 食 料係 としてのチ ョンポ もあ り。 前高二 郎 ま で富 大 の織 田君 と 2人 だけで行 った。

*少 し羽 目を外 しす ぎたようだった。 我 々が ワ ンデ リング中 に他 の人は何 を して いたの だ

ろ う。 もう 1人 気 のあった福大 の平川 君 は後 に再 登 場 。

11/11(土 )P,M.3:00よ り総 会。 間 所 氏 の新 執行部の方針 が打ち出 され る。

俺 は装 備 係 に任命 され た。 P,M.9:00ま て長 び いたち

11/15(水 )2年 Meetingへ 行 く。 法 文校 舎 の 4階 に部屋 を とった。 6時 か

ら 9時 までま とま りのない話 を して終 わ る。

*こ の辺 りのMeetingは 冬 山関連 か ?

11/18(SAT)P.M.5時 す ぎよ り歓送 登 山 つぶ れ の残念 コンパ な る ものが、 旧

生 協 の一 階 で シー トをひいて催 され た。 あれが 4年 生 を送 る とい う感 じのコ ンパ であろ う

か 。追 コ ンとまった く同 じ形 にな った よ うで あ る。 20人 ば か り香林坊へ行 く。一方 は金

森 、 もう一方 は亀 田が肩 をか して くれ た。 1時 間半 ほ どいた らしいが、 そ して こん どは、

一 方 に小 林、 もう一方に亀 田。 小谷氏 宅 へ 17人 ほ どの りこむ。

11/19 午 前 1時 ごろ 1年 生 は全 部 帰 っ た。 残 りは、牧野、 大 田、 今村、 松

林 、 宇野、井 上、 小林 てあった。井 上 はそ うと うに ま いって いる。 その後、 小谷、辰野、

岡崎、 松縄氏 が来 た。松縄氏宅 に とめ て も らっ た。 12時 ごろ帰 って くる。 あま りにい い

天 気 な ので工学 部の 4階 まで登 って、 白山、 高三 郎 、 大 門 をみ る。

*ま ず は宿主不在 の所 に上が り込 ん だ らしい。 工 学 部 か ら白山見 えましたつけ。

11/26(SUN)昼 過 ぎよ り本 部 へ い って み る。 かな りの模擬店が立ち並んで いた。

め ざす は"Z"。 50円 券 でコー ヒー とシュ ー ク リー ム をいただいた。 部室へ行 く。誰 も

いな い。 しば らくす ると井上徹 と能 美 。 金 が 200円 しか なか ったので井上 に 500円 か

りる。 即パチ ンコ。少 々でた。 5時 す ぎ井 上 に あ っ た ら金 を返 そ うと思 いなが ら歩 いて い

くと、 ち ょうど出会 ったので返却。 部室 に行 くと岩 田氏、 鈴 木氏、 それ に高村氏。岩 田氏

に最近 お まえは顔 をあげたなあ といわれ た。

*や っ とみん なに名前を覚 えて もらっ た とい う こ とか。
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11/29(WED)午 後 さぼ り。 とい うのは いつ もの ことであ るが、 ウィ ンパ ーの注 文
の ため寸法 をはか らねば な らなかった。井 上徹 と小間 の 2人 で援助 して もらって無事完 了
した。 ホ リイケ まで注文 しに行 った。予算 は 7～ 8万 円で あ る。

*ウ ィンパ ーはォーダーメイ ドだったのか。

11/30(木 ) 電磁 気演習 を終 えて (何 の こ とか さっぱ りであったが )Leade
r会 へ ゆ く。 最近 は寺 口によ く乗せ て もらう。 6時 20分 ごろて あったろ うか。 うま く予

算 にで くわ した。各係 の予算 案 の話 が続 く。 だん だん と人 数 がへ り、最終 的 に残 ったのは

間所、 高村、 西村、石 田、 宇野、南保、 川端、 山 内、 中野 の面 々。終了 は師走一 日午 前零

時 。信 じ られ な い。

12/2(土 ) 午後、 総 会。執 行部 の連 中 も頭 に きて いたが、俺 も頭 に来 た。 ほん

と うに出席 者 が少 ないのであ る。特 に 1年 生 だ ろ うか。冬 山の参加 者 もあま り増 えて いな

い。総 会 が終 わ って、塚 本 と北川 と 3人 て ホ リイケヘ 行 ったcそ こて ピッケル を注 文 し、
ロ ングスパ ッツ を購入 した。 まあ、 一応 格 好 はつ くの ではな いか。井上徹 に装備 のサ ブ を

や って も らう ことに した。 明 日午後 よ り部室 の整 理 を行 う。 北川 もやって くるそ うだ。 ほ

ん と うに あ りが たい。

12/9～ 12/11(月 ) 荒 島岳初 冬 Po W.  南保、 田中正

9日 、 中野宅 に正 と行 く。 金 沢駅、 午 前 2時 33分 発、 急 行 (北 国 )で 福井 へ。 そ こで 3

時 間ば か り待 ち、 6時 45分 発越美北線 に乗 る。 7時 34分 勝 原 着。快 晴 にな って しま っ

たc睡 眠不足 のおかげで腰 が痛 い。死 にそ うにな って しゃ くなげ平 に着 く。 12時 15分
ごろ。 そ して昼 飯 を食 って、 い ざや ワンデ リング。 1時 間 ほ どで荒島岳 ピー ク。荒 島 とい

う山、 か な り見せ場があ る。 さすが 日本百名 山の一 つ、 独 立 峰 なのであ る。 ピーク付近 は

雪 も しま って い る し、 エ ビの しっぽ が非常 に多 い。 真 っ青 の空 と真 っ自の雪 山c夏 テ ンを

張 る。 次 の 日 7時 40分 起床。 また もや快 晴。 10時 40分 出発。 スキ ー場 に着 いたのが

12時 30分 ごろであったろ うか。 1杯 70円 の イ ンタ ン トカフ ェを飲 む。 13時 46分
発 の で福井 へ。 これか らが大変。「 平川 」 をよん だの だ。彼 の車 でまず大学 へゆ く。 部室

を見 た りす る。 そ してパ スで駅 前へ。 ま だ飲 む のは早 い とい うことで喫茶店 へcそ して次

第 に飲 ん でゆ く。

回 った所     1.銀 座茶廊  2.大 番  3.丸 美 屋  4.寺 前

6.あ るスナ ック

5.選 挙事務 所

さて大 変。 南保 氏大悪乗 り。朝 日の記者 だ とか いって選挙 事務所 でイ ンタ ビュー した り。

ま た一升 瓶 を いただいた り・・ ・。汽 車 はな くな る。 11日 、 午 前 1時 55分 の きた ぐに

に一応 決 め る。 しか しだめだ った。 線路 のそば の あ るスナ ックで 自熱。 いつ まで も終 わ ら

な いの て正 と と もに北国 にの った。 部室 へ着 いたの が午 前 4時 ごろ。一人 で寝 た。 10時
ごろか らぼ つぼ つ人が くるの で起 きて いる。 そ の後 生協へ行 って驚 いた。南保氏 がけ ろ っ

と して いた。 ル ・シャ トウで コーラを も らう。

*ち ょうど議 員選挙の投票 日だった よ うだ。福井 市 内 の ワ ンデ リングもPo W.の 行動 記

録 と され たの だ ろ うか。バ ラバ ラ,て 帰 った P,W.、 これ ほ どの予定 91・/行 動 の覚 えは他 に

は全 くな い。

12/12(火 ) 6時 ごろ よ り電 々て Po W.の 簡単 な反省会。 その後 2年 Meei
ng。 新 2ト レ (ど んな名称 にな るかわか らな いが )の ことにつ いての話 で あった。何 か

し らま とま らなか った ようだ。 合宿委員会 も作 る時 期 で あ る。塚 本 の話 によ ると ピ ッケル

は到 着 した よ うだ。明 日購入 して こよ うと思 う。 明 日は臨時総会 あ り。 部費半期分 120
0円 を払 わ な ければな らな い。 ピッケル を買 うと一銭 もの こ らんので少 し待 って もらお う

か 。

*合 宿 委 員会 って前年か ら組織 して いた

の だ ろ うか。

12/16(土 ) 部室に行 く。やがて北川や英や林が来た。北川 と生協で飯を食 う。

13:30よ リウィンパー設営訓練。案外、冬山以外の参加者 も多 く大成功であった。そ

の後 C隊 で天気図講習会 らしきものをや り、珈琲館へゆ く。そこでいろいろの話がでる。

合宿、新 2ト レ。果たして俺にLeaderが 務まるかどうかである。

12/20(水 ) 本 日は冬山 attack隊 と 1年 生 と別れて トレーニ ングがなされ

た。三宅氏の トレーニングはきいたきいた。明 日は電機器のテス ト。 A.M.1:00ご
ろまで寝 た。勉強 しだしたのが 2時 。現在 5時 30分 。 これか らまた寝 よう。
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12/21(木 ) 冷 たい雨 の降 る金沢。 ウ ィンパ ー をホ リイケ よ り取 って くる。 2年
Meeting開 催 さる。 合宿 委 員 会結成 。座 長 川端。新 2ト レチ ーフ、 サ ブ決 定、 中

野、 清水 啓。 工学部の学生係へ 行 って トラ ンシーバ ーの件 を話 さねば な らな い。 明 日は買
い出 し、 あ さってパ ッキ ング、 その次 の 日出発。

12/30(土 )  24～ 29 冬 山大師道 付近 つ いに成 って しまった 20才 。 何 かぼ

うっとして いる。 Member C tt P.L.高 村、 中野、 北川、川村、井 上、 橋 本

冬 山 とい うよ り春 山の ような感 じ。 ラ ッセル、 吹雪 な し。 コースタイム もせ いぜ い 3時 間。

楽勝 の ようで あ った。 それ につ いて い る attackの 日だけ、 ま さに快 晴。 ほん とうに

楽 しい、 そん な 山行。 それ にま ちが って も、 もうな いような 20才 の誕 生パ ーテ ィを中 ノ

平 の小屋 でや って もらった。 こん な平 凡 でな い、 考 え られ な いような ことが大 自然 の雪 の

中で行われ たので あ る。増 田氏 と奥 名 氏 か らの cakeo P.L.の もって きた HiHi
Nikka。 は じめの うちはの らなか ったけれ ども、 いや格 調が高す ぎたのであ る。 ロシ

ア、 ドイツ、 フ ラ ンス語 の独 唱 が飛 び出 した。 そ して 2年 合 ワンの掘 り出 し物、 ジ ャジ ャ
ジャジャ ンオ ウーが とびだす。 29日 、 15時 50分 金沢着。 ブーチ ャ ンでパ ーテ ィの コ

ンパ な る もの あ り。 10時 30分 ごろ若葉 へ行 く。 A隊 はまだや っていた。川端 が一番 乗
っていた よ うで あ る。 11時 40分 ごろで る。 その後、俺 の下宿 て松 岡、川 端、 中野、 小

林 で きわ いだ り、麻 雀 した りした。 ま た来年 あ いま し ょう。

*山 行 の ことは よ く覚 えて いな いが 中 ノ平 の小屋 は非常 に立派 であった との 印象 が あ る。
12月 25日 、 20才 にな った。

伏拝から経ケ岳

アタック。この

はこんなに雪

があった。現在

の、経ケ岳、荒

島交互の冬合宿

の先駆けとなっ

た冬山準合宿。

昭和 48年
1/8(月 ) 部室 へ行 った ら高村、 南保 の両 氏居 る。 ほん とうに高村氏 とは よ く

会 う。 高村氏 は学 生部 のテ ン トの こ とで有 沢商 会へ行 くので俺 も行 く。 商談 を して喫茶店

へ はい る。 そ こで 2時 間以上 も しゃべ る。 もうす ぐ楽 しい学校が始 ま る。 医王山成 人式 P.

W.、 何 の係 りもなか った。 今年 の正 月は一滴 も酒 を飲 まず。何 や し らん今 は疲 れ 気味。

1/10(水 )  塚 本が春 に笈周 辺 や らん か とい う。 まあや るとい つてお いた。 新 2

トレも近 い。 新 2ト レの終 わ るま ては勉強 が て きな い と誰 かが言 って いた。

1/11(本 )  授業 開始。 いや にな る。特 に電磁気演習では頭 の善 し悪 しが 日に見

える。 6時 過 ぎ反 省会場 へ。 8時 す ぎ終了。 9時 よ り山内宅 で 2年 Meeting。 何 や

らだ らだ ら。 全 員参加、 医王 山  5party、  road 2party。

*新 2ト レの ことだろ うが、 roadも 計画 されて いたのか。

1/17(水 )   13～ 15 医 王 山成 人式 P.W. 何か し らお もしろい面 々。

坂尻、 宇野、 高村、 塚 本、 中野、 立浪、 渡辺、 恵比寿。激 しいラ ッセル を処女雪 に与 え、

月光の下 で もが いた。腹 もす いた。 何 か冬 山以上の成果 もあ った。 さて話 しはか わ る。我
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々 2年 生一 同は連 日朝 帰 りを繰 り返 している。 今 日は 1、  2年 Meeting。 完 全に敗

北 した。

*敗 北後す ぐにMeetingも や っているが、個人的 には あれ ほ どの理 論 的 らしき 1年
生 を連 れ て い くのは あ ま り気 がすす まないといって いる。

1/18(木 ) 昼 12時 30分 起床。 5時 30分 ごろ 部室 へ。 追 コ ン執 行部、増 田

氏、川端、塚 本 と共 に Parkへ 。追 コ ンの贈 り物 にはカ セ ッ トテ ー プ らしい。 それ でそ
のための TAPE RECORDERの 数 とか所有者 とか決 めて、 一応 追 コ ンの概 要 をみ
た。川端 に司 会 の事 項 を考 えておけ といった。 あせ るなあ、 司 会 をや るなん て。 Par・ k

に一年生が いた。 話 しを した い と・・・。新 2ト レの ことにつ いて 8時 30分 まで議論 じ、
一応我 々が説 き伏 せ た感 じとな った。

*追 コ ンの贈 り物 って カ セ ッ トテ ープだったのか。我 々の時 は何 だ ったの だ ろ う。

1/19(金 )   2年 M
ember分 け まで 2年 生 と し tingの

場所移 動。 山 内宅～ 中野 宅 ～ 小 林宅。 一応 m
しては終了 した。 明 日の総会 で も発表 す る。 医 王 山、 全員参

加 の ことを。

1/20(土 ) ネ クタイ しめて出動 となった。 1時 30分 よ り総 会。集 ま り悪 し。
新 2ト レの こと もす ん な り通 過 した感 じ。川端 と共 に 5時 前 に大 和 へ。 テ ープ レコーダー
の設置 な どを完 了 させ る。 6時 す ぎよ り追 コ ン開始。 司会役 ・ ・ ・、適 当 にや ってお く。
8時 す ぎに 1次 会終 了。 少 し後始末。執行部の連 中 も居残 った。 川 端、 金森、 塚 本 との 4
人 で走 りまわ り、 や っ と蛇 の 目で矢 津、大 田、今村各氏 を見 つ け る。 20人 以上 いただろ
うか。 10時 30分 ごろ でて、 ブラブラい くと蛇の 日長町店 で 山 田、 牧 野 、 間所、 宇野、
増 田、 高村、 坂尻 氏 ら・ ・・。 金森 と 2人 での りこむ。 そ こ もや が てで て、 エ ンゼ ルの前
で川端、 正、塚 本 と一 緒 にな り間所氏 らを追 う。矢津氏 につ いて い たの だが、 間所、坂尻、
宇野氏 たちがサ ン トリー ケ ラーにいたためにの りか え。川 端 と 2人 で い った。 そ こを 2時
す ぎにでて広 小路 のオ ールナ イ トの喫茶へ。 そ こで 6時 30分 ま で いた。 の こって いたの
は宇野、 川端、林、 井 上 敏、 紺矢、 小間、 山田和。 そ して、 宇野 、 井 上、 川端、小 間、 山
田和 とともに内灘 へゆ く。 ね む いね む い、サ ッカー した り。 家 へ 帰 って きたのは 11時 前。
大門、 見越 、奈 良、 大 笠 等 が よ く見 えた。

*ネ クタイは 同 し下 宿 の連 れ か ら借 りていった として いる。 今読 み返 してみ る と、 漠然 と
ではあ るが、 こうい う状 況 て確 かに朝早 く内灘へ いった記 憶 が舞 い戻 る よ うです。

1/24(水 ) 午 後 は例 によって きぼ る。 ホ リイケヘ 行 く。 ウ ィ ンパ ーの伝 票 と新
2ト レで ウ ィンパ ー を借 りられ るか どうかを聞 く。 6時 す ぎ よ り 2年 Meeting。 コ
ースを決定。 自信 は ま るっ き りない。

1/25(木 ) L会 出席。,2年 の P.L.敗 北。 昨 日のMeetingが いかに感
情的で あ り、 弱 い もの で あったか痛感 した。 コースに関 して特 にそ うで あ った。 Lead
e rと い う立場 を考 えて み るに、俺 だけの力で どこまでやれ るか て あ る。 コーみの変更 も
あ りうる。

*諸 先輩 方 を前 に L会 で は十 分脅か され る

のであろ う。

1//27～ 28
で飲 み歩 き。 P.
ケ ラー  A.M.
げ 出 して きた。

*こ の新 2ト レに関す るMeet
た らよいのかな ど と書 いて い るc

ngで 少 し事務的な ことを決 定 。 夜、 辻 田 と田中 の 3人
at しなの  A.M. 2:00 at サ ン トリー

マ リア ンヌ→ くわせ もの で あ る。在 金 全 部 はた いて逃

ingは 初めて 自分 が もっ た もの で、 前 日には何 を決 め

辻 田、 田中は虎姫高校 出 身。
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1/29(月 )  もうク ラブ しかないのか。 5:00よ りMeeting。 4人 しか

集 ま らず。井 上 が 吐 きや が って貧血 まで起 こした。 その後、 2年 Meeting。 コース

再検討。 その他 Meetingの ことや、沈殿 日の こと。 英 が乗 せ て くれ た。 同乗者、 立

浪、亀 田。 明 日、 川 端 と英 に見上 まで行 って もらう。
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1/30(火 ) 午 前中は寝 て いた。 5:30ご ろ よ りMeeting。 2年 は俺 だ
け とい うま ことにいかんな ものてあ った。 珈 琲 館 で し もふ り会の話 を聞 く。春 山の事 で あ
る。 テ ス トを 2日 後に控 えているの に、 こん な にの ん び りして いて よいのだろうか。春 山
の attack pOintは 御 前峰 らしい。 大汝 で よい とい う声 もある らしい。

2/1(木 )   果 た してで きず、 電磁 気。 tt L会 へ。 最初、 春山の事。大汝か御前
峰 か。結 論です。 その次やっ と新 2ト レ。腹 は減 る減 る。 頭 に来 る。家へ帰 って きた ら 1

2時 前 で ある。

2/3(土 ) 授業 はでなか った。 生 協 で散 髪 。 1時 30分 ごろ橋場行 きのバ スに

乗 る。 総 会の場 の B8ま で 2人 で行 った。 総 会 で は春 山が もめた。御前峰か大汝か。 Le
ader会 へ さしもどしとい うことにな った。 総 会 の後、 partyの Meetingを
珈 琲 館 で やった。

2/12(月 ) ぼ やっ として い る うち に もは や 12日 cま す新 2ト レの偵察が大 き
く控 え、 その後 工数試験。 ほん とうに不 安 だ。 忙 しい時 か と も思 う。昨 日は 自山大縦走 P.
W.に 名 を記 したが、 今 日消 して きた。 山小 屋 作業 で もや ろ うか と思 うのである。珈琲 館
で partyの Meetingと 4月 の P,W.の Meetingを や った。

*こ の間 も当然 なが ら トレーニ ング、 2年 Mё eting、 L会、虎高追 コ ンや弟 が訪 ね
て来 た りで忙 しい。

2/13(火 ) 例 によって部室 へ6し か し誰 もいな い。 5時 す ぎには どっ と押 し寄
せ て きたが・ ・・。宇野氏の話 による と今 の P,W.は 少 々や りす ぎだ という。 ほ とん ど
が春 山経験者 に限定 され る。別 山、 白山大縦 走、 大 笠 ・笈、 白山 しょうよう・ ・・。 面子
をみ てみ るとほ とん ど同 じ奴等。 ああ、 そ うだな あ と俺 も感 じた。皆が行け るところ もや

りゃな あかん。俺 はまあ 5月 には山小屋 で もゆ く。 新道 の整 備 で もやるぞ と思 って いる。
とい う ことを西村 さん に もらした。 一度 も らす と も う後 へ は ひけな いであろ う。 6時 ころ
よ り珈琲 館 で シモフ リ会 の話 を聞 く。 現在 の状 態 で は春 山 も規模 を縮小 しな くてはな るま
い。 最近 のクラブ活動はなにか盛 り上 が りが な いの で はな いか。新 2ト レもなにかバ ラバ

ラ。 春 山なん てのはほ とん ど意識 され て いな いでは な か ろ うか。

*5月 に山小屋へ いったかは後 の楽 しみ。

2/15(木 ) 一 日中の どか な 日て あ った。 L会 に出席す るつ も りはなか ったが、

俺 を混ぜ て人数がわずかの 6人 。 ミカ ドて開 かれ て い た。 いまなお春山は もめる。現在 の

状 態 で は 4PARTYは 確実。 昨年 の よ うな形 態 に はす ま い として、 いろいろ問題 がでて

くる。 明 日は偵察 のため いろいろと準 備 しな けれ ば な らぬ だ ろ う。 それ にアイゼ ンの件 で

ホ リイケまで行かねばな らな い。 ク ラブで 3台 、 坂 尻 氏 と中野、 それに破廉恥 に も俺 の分

も、 計 6台 注 文す る。

*ど うい う内容 か思 い出 しもしないが、 春 山 とい うの は よほ どもめていたようてすね。

2/16(金 ) 午後ホ リイケヘ 行 く。 ア イゼ ンの話。 taniの 10本爪 6つ 。 ア

イ ゼ ンなんか買 う必要無 いのであろ うか。 6800円 也。 しか しカ ッコイイか らな。 と こ

ろが ア イゼ ンはいてチ ョンポや って も破廉 恥 だか らな あ。 ま あ、 あま り使用す る品 じゃな

い。 もったいない とい う気 もす る。 あす偵 察。 工 学 部 前か ら乗 る。食料 は井上 にまか した。

考 えてみれば 面倒 くさい話 だ。

*ア イゼ ンは何 回使用 したか記憶 に もな いが、 今 て も朱 色 の極彩 色のままで手元にある。

2/17(土 )

夏 道 の取 っつ きmiss。 少 しもどる。 612Pよ り続 く peakへ 直登。 12:00
peak着 。 登 り切 ってみ るとひ どい bush。 沢 を行 く方 が よいか と思 って下 る。沢 は

当然 だめてあった。 13:00 下 山決定 。 一 応 見 上 へ行 き、 時間があれば夕霧 まで行 く

こ とに した。折 谷でち ょうど金森、 山 内が帰 るの に て くわ し、ザ ックだけ運 んで も らう。

見上着 15,00。 しか し林道 は ラ ッセ ルの必 要 あ り。完 全 に下 山 と決定。金森 は 14個
の わ かん とザ ックを積 んで帰 る。医王 口ま で トラ ックに乗せ て もらう。部室着 16:55。
ち ょう ど雨が降 り出す。 しか し今 日は しん どか った。 road、  roadで ある。井上 と

珈 琲 館 で 8時 す ぎまでぼんや りして いた。 中野 と小林 は夕霧 まで行 ったのであろ うか。 ほ

ん とうに今 日は もう行 く気は しなか った。 bush、 bush・ ・・。 726も まだま だ、
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ま して奥 医 王、 夕霧 なん て と うてい無理 と思 った。

*医 王山 に関す るい くつ かの地名 も今 とな ってはほ とん ど位 置 関 係わ か らず。

2/20(火 )  今 日で一応実 験 は終 了 した。 6時 ごろ中野 宅 へ行 く。 8時 前か ら 2

年 Meeting。 なん と貧 弱 な る参加、 9名 。新 2ト レの コー ス変更 に関 して の話。再

偵察の必 要 が あ るの だ ろ うか。

2/24(土 )  非常 に寒 い一 日。昨 日は 2年 Meetingを 中野 宅 でや り、 その

後、 中野、 川端、 田中正、 山 内、 小林 とで飲 みに行 く。 そ して再 び中野 宅 へ 帰 り、麻 雀 を

少 しや り 2時 す ぎにブ ラブ ラ帰 って きた。本 日 12時起床 。即 ク ラブヘ。 トレーニ ング と

Meeting。 俺 の Partyも かな りまあまあだ し、 一 年 の 各 自の体 調 もよ さそ う。

明 日は偵 察 に行 こうか と も思 って いたのだが天気 も悪 そ うだ しや め よ う。 本番 では い ささ

か不安 で あ るが。 雪 の降 る こ とを祈 る。

*次 の 日に コー ス変 更後 の再 偵 察 に行 った人 に会 った りして、 自分 は無 責 任 か な ど と書 い

て いる。

2/26(月 ) 10時 の買 い出 しが 11時 す ぎにな って しま った。昼 飯 も食 べず、

4時 す ぎに packing完 了。 その後簡単 なMeetingを や る。 P.L.が 主 に集

ま っての話 は 6時 前か ら始 ま った。気象台に電話 をかけ た りした結 果、 明 日はほぼ突撃 に

固まった。俺 達 は公 園下 7:09発 、 朝 6時 30分 に部室集 合 で あ る。 2、 3日 前か ら体

調がかんば し くな い。 便 通 が悪 い し、 今 日の Packingの 時 も全身 が だ るか った。明

日は 5時 30分 ごろ起 きな くて はな らない。

*Leaderと して の初 仕事 に非常 に神経質 になっていた もの と思わ れ る。

2/27～ 3/1  新 2ト レ 4班  Member 井 上 敏、 吉 田、 能 美、 堂 野、 山 田

*2泊 3日 、 折 谷 か ら二 俣 の コースで 725付 近 と夕霧 峠 で各 1泊 。初 日、 725ピ ーク

を間違 えた と して い るが、 そ の他 につ いては Leaderと して何 とかやれ た と書 いてあ

った。

3/2(金 )    反 省 会  at 新竪公民館。 その後 ・・ ・。 俺 と塚 本、 清水 啓が組

む。広 小路 の茶 店 へ行 くと井 上 と北 川 がいた。一年 は 6人 。 まず 茂六 へ。 12, 500円
也。 その後 オ リン ピアヘ。 山 田 をの ぞいて一年生 を帰 した。 そ してサ ン トリー ケ ラーヘ。

虎姫の ポ トル No.86と 水割 りやつ まみ 2, 250円 。俺 はフ ラフ ラにな リタク シーて

一人帰 って きた。 さて もう一 方 では中野 ががんば って一本 以上 出 した そ うだ。 川端 は早

く逃 げ た らしい。

3/3       本 日は 10,時 よ りL会。 L会 終 了後、 間所 氏 にお供 したが敗北。今

日は下宿 の先輩 のお別 れ 式 で あ る。 み るまに金がな くな った。 35, 000→ 20, 00
0。 下宿 のおば さん に 1, 000円 貸 した。

3/5(月 )   午 後、 少 しば か り波 に乗 って きた と思 い きや、 突 然 の川端 の来訪。

他人の家 に泊 ま った らし くギ ターを もって きた。 3時 30分 ごろ まで弾 いた り、 話 を した

り。 4時 頃 部室 へ。 A隊 トレーニ ング。 ああ、 きつ い。 さす が坂尻 氏。 目が まわ って しま

った。珈琲 館 で一 年 生 と少 し話 を して帰 る。外 は猛吹雪。 3月 に入 って か らよ リー層厳 し

い。 ま さに暖冬春 寒 で あ る。
'8日

か ら test。 入試 は終 了、 い いな あ。

3/15(木 )  春 山 トレーニ ング。 アイゼ ンの練習 もや る。 家 へ 帰 る と驚 き。峯生

参上 ! 話 を聞 いて び っ く り。 一年 間休学 だそ うな。 日本 中 をまわ る らしい。 まず俺 の下

宿 に 20日 間 もし くはそれ以 上 いて、 金 をため る らしい。 合宿委 員会 が あ っ たので俺 はま

た出かけ たが、 信 濃 で 11時 ごろま ちあわせてかな り飲 ん だ。

*峯 生 とい うのは清 水峯 生 (し みず みねお )君 の ことで隣 村 の幼 な しみ で、 この ときは鳥

取 大学 の教育 学 部 の学 生。 私 の下宿 へ飯 代だけ払 ってバ イ トしな が ら 4月 上 旬 くらいまで

いたよ うだ。 3/17に は入試 の発表 もあ り母校 か らは 9名 の合格 らしい と書 いて いる。

3/31(土 )

P.L. 坂尻 、
春 山準 合宿    3/21～ 3/30   A隊

3)、 金森 (2)、 松 岡 (1)、 川 村 (1)
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な ん と もはや定 義 の しに くい春 山で あ った。 ほ ん と うに残 念、 ア タ ックで きなかった こと

は。 しか し、 降雪 による驚 き。天気変化 の激 しい こ と。 ま た沈殿 の ときのポーカーの楽 し

か った こと。 冬 山や厳冬期 としては最大 の もの とな ろ う。 今 日は反省会 あ り。 ひとつ もお

も しろ くなか った。 その後、 P,W.の 簡単 な Meeting。 風邪のためか もうフラフ

ラて あ る。

*出 発 前 に も鼻 がつまって しょうが な い と記 して い る。 3/25に 最高至1達 地点の シゲジ

壁 直下 で降雪 の ため沈殿。 3/26は 同地 点 よ り腰 ま で あ るいはそれ以上の ラ ッセルで C
2か ら C、 D隊 の ラ ッセル救助 をあお ぎ C2ま でバ ック。 3/27は 快 晴沈殿。 3/28
は春 一番 で沈殿 。 3/29は 大雨で ズブ濡 れ て B.H。 まで下 山 している。 あれだけ もめ

た春 山 もア タ ックに関 しては御 前峰 ア タ ック とな って いた。

以上、 大学 2年 生 もち ょうど終わ り。 か な り抜粋 したつ も りです が この分量 となって し

ま いま した。読 者 の方 は もう飽 き飽 きされ て い らっ しゃる ことと思 います し、今後 の読者

数 の減 少 も十 分予想 されますが、 この まま では 中途 半端 です ので さ らに リーダー篇 として

継 続 させ て い た だ きます。

リー ダー篇   (昭 和 48.4～ 49.3)

4/4～ 4/8(日 ) 4月 4日 、 峯 生 に野 町 まで bycycleで 乗せ て もらって P.
W.へ 。 快 晴、 快 晴、大成功の P.W.。
Member L.金 森、三宅 (4)、 塚 本 (3)、 吉 田 (2)、 井上 (2)
笈 へ 2度 目。 しか し、暑 かった。すば らしい P.W.だ っ た。疲労度 もはげ しい。中宮 か
ら白山下 まで歩 いたのは きつか った。 野 町駅 前 で高 村 氏 も交 えて一杯。明 日、反省会。

*春 山準 合宿 を終 えて体 調悪 しといいなが ら、 す ぐに出か け るのだか ら元気なものてす。

確 か に春 山 を楽 しめた と、 おぼ ろげ なが ら今 で も実 感 します。 工学部近 くか ら野町 まで 自
転 車 で は結構 かか るだろ う。

5/13(日 ) 昨 日、 クラブ の総 会 が 少 し早 く終 わ ったのて、 中野、川端、小林
の 4人 で ブ ラブ ラ と犀川沿 いヘ ビール をかつ いて真 っ昼 間 か ら出かけた。 4人 ともいい気
分 にな って いた ようである。 11時 す ぎに高 山氏 と中野 宅 へ 面子 を求めて行 き、 12時 か

ら 4時 30分 まで麻雀。 そ して中野 と松平 を送 って 5時 30分 就寝。

*4/11に 日記帳切れ、 この日まで記載な し。 この 日記帳の初めの信条の所に、今年は
クラプの実際の指導者てあり、勉強 とともに頑張 らねばな らないとしている。中堅篇の 2

/13の ところで 5月 に山小屋へ行ったかは後の楽 しみと書 いておいたが、 日記帳切れて
空 自部分 となってしまった。アルバムに も記述 な くどこへ も行かなかったのか。

5/15(火 ) 5時 30分 よ リ トレーニ ングc8時 ごろよ りL tt。 帰 って きたの

が 10時 30分 。 こんな生活 は頭 に来 るの で あ った、 少 な くとも音の俺 には。最近 は寝 付
きが悪 い。 4時 ごろ しか寝 られない よ うだ。 朝 は早 くて も 9時 。 30分 も早 く起 きれば飯

も食 え るので あ るが c

5/16(水 ) 来週 の水 曜 日に は 犀 川 ダ ム ま で ハ イ キ ングが あ る らしいc月 曜 日

に帰 って また行 くのか。来週は スケ ジュールが 一杯 だ。 2、 3年 ミーテ ィング、合宿委 員

会、 L会、 P審 ・・ ・。 そ してその後 には コ ンパ (?)、 合宿結 団式、果 ては合宿 トレ、

合宿 ・・ ・。 なかなか忙 しい。

*ハ イキ ング とは何 だったのか、 水曜 日は珍 し くデ ー トして いるようです。

5/19(土 )～ 21(月 )'73 新 トレ 6班 。 Members
西 村、 (3)立 浪、 (2)小 間、堂野 、 (1)横 山、 七 間、 黒 田
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新 トレも終 わ った。 少 な くと も俺 の雰 囲気が 1、 2年 の間 に伝 わ る。
までだが。感 した ことは一杯 あ るが書 く気 は しない。 Leaderと
ではなか った ろ うか。 午後 は授業 に出 た。電磁気演習 は 7時 まで、 頭

*倉谷 手 前吊 り橋 の上 で のパ ーテ ィの写真 があ るが、 やは リニヤニ ヤ
その下 に、厳 し く、 楽 し く、 け じめ をつけ ると私の方針 らし きもの を

5//23(水 ) 20時 には合宿委 員会 は始 ま って いたろ うか
しん どい模様。 い ろいろ もめ て井 上 (敏 )と 一緒に行 くことにな った
んけん したの で あ った。

5//24(木 ) 昼 少 し前に起 きる。 そ して少 し勉強 し、 5時
会 は 18:00に 開始。 だ らだ らと くだ らん話 をして 21:45終 了
明会 な どある。 めん ど うといえば それ までである。 しか し今 めん ど う

5//30(水 ) L会 に出席 。 合宿 の コースを もう少 し楽 にせ
開学記念 日で休 み。 登 山靴 の修 理 に額 団地 までいって くるか な。 L会
氏 としなのへ行 った。

6/9(土 )

新道取っ付きにて。

こういう所でも

「設営練習」をさ

せたんですね、あ

の頃lた もちろん

三角テント.

マイベ ースでや った

して にや にや しす ぎ
に来 る。

して い るよ うです。

書 いて い る。

。俺 の合宿 コー スは

。井 上 と亀 田が じゃ

前 に部室へ 行 く。 L
。 明 日もコー スの説
といっては救 われ ぬ。

よ との こと。 明 日は

終 了後、 宇野 、 間所

5/31(木 )   額住 宅 まで高 い金 を使 って行 ったが、 日標 の店 はな くが っ くり来
た。 こうな った らしか たがな い、 ホ リイケ しかないのか。 と うと う 5月 も終 わ ったか。

*額 団地 とは誰 か らの情報 だ ったの だ ろ う。

6/7(木 ) L会 出席 Э 今後の L会 審議 内容 をみ て も毎週せ っば つ ま って しん
どい。 なぜ あれ ほ どまで に と も考 え る。下宿 で飯 を食 って い ると、 顔 が小 さ くな っ た とか
いわれ た。疲 労気味 のせ いで あ ろ うか。頭 はぼ うっ とす る し・・ ・。

総 会 の後、 結 団式。俺 のパ ーテ ィは男ば か りで あ る し、 酒 豪 も多
そ うで ひ ど く乱れ狂 った よ う。 旧生協 にお いては 8時 に終 わ った。 そ してエ リーヘ 行 く。
そ こで事 務 的 な話 を し、 次 に しなのへ。茂良、徹、 敏明、 奥名、 松 岡、 そ して後 に特 別 参
加 として 中野、 亀 田、 長 田、 小 間。 午 前 1時 ごろ出たので あ ろ うか。 中野、 敏 明、 松 岡は
俺 の下宿 へ来 て 6時 まで麻 雀。 昨晩、 最 も悪 の りを呈 して いた と思 われ るのが奥 名 氏、 つ
いで徹 かな。

*男 ば か りのほ うが気 が ら くな どとやせ が まん。

6/12(火 ) 5人 の名 を載せ て P.W.の ビラを出す。 5時 す ぎよ リ トレーニ
ング。別 にた い した ことはゃ って いな いの に非常 に疲れ た よ うな気 が した。 その後 ミーテ
ィング。 俺 のパ ーテ ィは早 く終 わ った。 いや、 おれの頭脳 か ら言 って、 もう話 が続 かな い
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の で あ る。

*P,W.と は南 ア北 部でコースは昨 年 と同様 で雪 辱 戦。 ほ かの P,W.で もそうだった
の だろ うが 2ケ 月半後 の ことだが結構 早 くか ら動 いて い たの ですね。

6/14(木 ) 昨晩は L会 及 び 白山北 部主 稜 につ いての各大学 に対す る回答な ど
で寝 たの が 5時 。寝付 いたのが 7時 て、 当然 午 前 中 はサ ポ。 午後 部室ヘ コ ピー原紙 に書 く
ため に行 く。 5時 30分 よ リ トレーニ ング。

6/16～ 17(日 )第 1回 合宿 トレ、 於 医 王 山、 Member 井 上敏明 (3)、 井
上徹、 堂野 外 巳明、 松 岡創 (2)、 井 上茂良、 七 間 一 誠、 田辺 隆一、 山村直嘉 (1)
合宿 トレに して は楽す ぎた感 じもしな いて もな い。 1年 は期 待 で きそ う。

*も はや Leaderが 務 まるかな ど とい う懸 念 や不 安 は全 くな くなったのだろうか。

6/18(月 ) 昼す ぎ部室 へ行 く。懐 か しの 自山 一 BHP.W.写 真あ り。

*写 真 の現 像 を半 年かけてや って も らったの だ ろ うか。

6//22(金 ) 実験 を終 えて部室 へ。 P審 で あ る。 た った 3人 。 8時 す ぎ終了 c

久 しぶ りに早 く帰 る。 明 日はソフ トボール大会。

*P審 もメ ンパ ー不足で流会な ど結構 あ る。

6//23(土 ) ソフレポール大会は期待に反し3位 となった。非常に疲れた。敏
明宅 で 9時 前 よ り酒宴。 12時 す ぎよ りしなのへ 。 新 潟 大 の 医学 部の連 中 とかな り親密 に

や る。増 田、 井 上 (敏 )、 (徹 )、 (茂 )、 松 岡の面 子。

6/27、  28(木 ) L会 。試験 前夜 !11時 す ぎに帰 る。 そ して少 し勉強 をして寝 る。
2時 30分 。 朝 8時 50分 起床。間所氏宅 へ起 こそ う と思 って行 ったが、 もう学校 の模様。
3間 が確実 に解 け た と思 う。 もう今 日は授業 や る気 な し。実 験 の レポー トは書かなければ

な らな い し、 P審 もあ るし。 P審 は 19時 30分 開 始、 終 了 29日 午前 0時 30分 。南 ア

北 部 Po W.は や けにすんな り通 った。井 上 (敏 )に バ イ ク にのせ て もらい裏道 よ り帰 る。

あ りが とうよ。 レポー トを少 しまとめたが、 考 察 が ま るっ き りわか らず。

6//29(金 ) パ ッキ ング終 了 6時 す ぎ。 そ して臨 時 L tt。 事故対策 を残 して、
10時 20分 ごろ終 わ る。明 日合宿 トレ、 いや な雨 で あ る。

6/30～ 7/1(日 )第 2回 合宿 トレ、 重 量 トレ、 Member 敏明、徹、堂 の、

茂 良、 田辺、 七 間、 山村。 1年 生の力強 さ、 か な り安 心 す る。帰 って来 た 日、 しなので一

杯 や る。 あ ま り酔 わなっかたのが不思 議。

7/2(火 ) 部室へ 5時 30分 ごろ行 く。 OPENの ミーテ ィング らしきもの

が あ る。 チ ー フ リーダーなんて信 じ られぬ。 そ の後 中野 宅 で合宿委 員会、 終了 10時 30
分 。

*今 て もそ うか もしれ ないが、 おだて られ る とす ぐそ の気 にな る性格の ようです。

7/5(木 ) 5時 30分 よ リ トレーニ ング。 増 田氏初参加。 相当ばて気味。途

中 でコ ー ラ を皆 に いただ く。 その後 ミーテ ィングで ミカ ドヘ 。 あ と一週 間で 自山、 合宿 も
ほ ん と うに も うす ぐであ る。気 を抜 いては いけ な い時 であ る。

*こ の 日、 日本 海 博 の前売 り券 を云 々 と して い る。

7/6(金 ) P審 8時 す ぎに終 了。 川 端、 北川 、 塚 本、 敏明 とで ミカ ドヘ。 話
は思 わ ぬ方 向へす すみ、 しなのへ川端、塚 本、 敏 明 とで行 く。最初一人頭 500円 の と こ

ろが、 敏 明 が持 っているというのて ドン ドン行 く。 2年 ミーテ ィングの帰 る途中の連 中 と

ば った り。 松 岡、 徹、川 村、杉本、 吉 田、 山田。 盛 大 に飲 ん だ。 6700円 。川端 が俺 の

部屋 で泊 ま り。

*盛 大 に飲 ん で 6700円 だったの だ ろ うか。 翌 日は午後 に オープ ンの説 明 を開 き、 6～
7人 くらいだ った こと、 その後総会、 またオ ー プ ンのパ ーテ ィ分 けがあった と書 いてあ る。
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7/9(月 )     試験 終 了後、 L会 へ。 開会遅 くな る。 合 宿 の食 料 がす ん で、 オ ー
プ ンの話。各 P.L。 が集 ま っ た。 L会 は 11時 30分 ごろ終 わ る。 間所、 宇野 氏 と とも
に、 また もや、 しなのへ。 2000円 ば か り払 わ された。金 が全 然 な い。

7/11(水 )    P.M.8時 30分 よ り俺 の下宿 で一応 、 事故 対策 の話。 出席 者、
田、奥名、 松 岡、徹、 敏 明、 堂 野、 特 別参加間所。 その後麻 雀、 12日 A.M.3時 まで。

*事 故対 策な る話 は 2年、 3年 、 4年 でや って いたのだろ うか。 10日 は合宿委 員 会 で そ
の後飲 ん だ りして、 11日 の午 前 4時 ごろよ り中野宅 で数人 が寝 て い る。 12日 は買 い出
し、パ ッキ ング。 我 々パ ーテ ィは 13日 午 前 5時 20分 金沢駅 出発、他 の 6パ ーテ ィは 7
時 に学校 を出発 の予 定 と して い る。

7/13～ 16(日 )自 山合宿 トレ 「裏等」  Members
井上 (徹 )、 堂野、松岡、井上 (茂 )、 七間、山村

増 田、 井 上 (敏 )、

1日 目 坂尻 氏 見送 り、 金 沢駅 5:20発 、鳩 ケ湯着 9:20。 大 野 か ら福井 大学 W.
V。 と一緒 にな る。 これ 以降南龍 ま での行程 は全 く同 じ。鳩 ケ湯 か ら歩 き出す。 ひ どい暑
さ。下小池、 上小 池 をす ぎ、 急登 にか かった ところで松 岡めま い。 1時 間 ほ どロス。 その
地点 よ り約 5分 で T.S.だ ったの で助 か った。みんなパテバ テ の一 日だ った。
2日 目   六本檜 ま で楽勝 に行 く。 1481P、  1671Pを す ぎて行 く。 1700チ
ョッ トの地点 で ま た もや松 岡め ま い。 1時 間 ロス。ザ ックを軽 くして行 かせ る。 三 ノ峰 の
小屋 にや っ と着 く。 雪渓 で少 し遊 ぶ。川端 たちは行 ったのだろ うか な ど と思 って いた。 そ
して三 ノ峰 に登 り御 手洗 池 で休 憩。 次 は別 山をね らうが、 七 間バ テバ テ。 思 い切 って登 ら
せ る。 ピークでの た る。 それ か ら 2Pで 南龍。全パ ーテ ィ来 て いた。 ラ ス トであ った。
3日 目 御 前峰周辺 ワ ンデ リング。 4日 目  砂 防～金 沢。
16日 の夜 は沈床 園で飲 む。 川 端、 中野、 敏明、 山上、北川、渡 辺、 小 間、 小 島、 大森 、
宇野、藤 野、藤 井、 徹、 川村。 川端 、 大森 と 3人 で部室泊 ま り。

*松 岡君 は よほ ど体 調 が す ぐれ なか った ようです。私 も初 日は休 憩 の都度、 いね む りを し

て いた よ うです。 ここて初 め てパ ーテ ィ名 を記 しているが、 もっ と早 くに決 ま って いるの

ではなか ろ うか。

8/2(木 ) 7/31に 夏 合宿終 了。悪天 を予想 して種 池 をカ ッ トした。 塚 本 たち

も一緒 の汽車 だ った。 中野 たち とは折 立、太郎、雲で会 った。 金森 たち と も雲、 烏 帽子 で

一緒。 Leaderと して行 った合宿。歌 は一度 も歌わなか った。 1、 2年 は ど う受 け止

めたので あろ う。 烏帽子 で台風 が天 気 図上 にあった。翌 日は船窪 ま での一番疲 れ るだろ う
コース。 午前 中は もつ だ ろ う と感 じ行 動 した。 それは正解 で あ った。 2459Pで 道 が わ

か らな くな った。 ガ ス と雨。 自分 で も以外 なほ ど冷静であ った。 30分 ほ ど道 を捜 した。

あ と 60分 2ピ ッチ で到 着 した。針 ノ木 か ら下 山 した。朝、 青空 が見 えて いた。 不 安 にな

った。 下 山 を開始 した時 か ら小 雨 が降 り出 した。雨が降 って ほ っ とす る。

Leaderと して は どうだ った の だろ う。思 い返せば牧 野 氏、 間所 氏 と もに立派 で あ

った と思 う。俺 なんて の は馬鹿 な 二 とばか り言 っていたよ うな気 が して な らな い。

皆 よ く働 いて くれ た。 協 力 して くれ た。 ttM e m b e rに 感謝 した い。 奥名 氏 も直 前 に

我が partyに 入 った。 しか し中野 の ところの松林氏が参 加 で きな くな ったので、 そち

らにまわ って も らった。  「 裏 等 」 増 田 (4)、 井上 (敏 )(3)、 井 上 (徹 )、 堂

野、松 岡 (2)、 井上 (茂 )、 七 間、 田辺、 山村 (1)
また、 いか に月 日の たつの が早 いか。 合宿 を終わ ってみて、 3年 生 は 山場 を越 した よ う

な感 じで はなか ろ うか。 や は り疲 労感 とい うものをいつ もよ りは強 く感 じず には い られ な

か った。

*合 宿終 了後 2日 お いて ただ一 人下 宿 に居 て考 えた ことを記 した とな ってお り、 コース選

択理 由や コー スの概 要 な どにつ いて も含み実際 は約 10頁以上 にわ た って い る。 どうい う

状況 だ ったの か、 中野 のパ ーテ ィに先 に水 晶岳 に登 られ た ことにつ いて、 理性 を失 い、 彼

らに当 た りち らした とか、 俺 だ った ら一応 高天原に入 っただろ うな どと、 恥 ず か しなが ら

子供 の よ うな言動 も記録 され て い る。 歌 につ いては嫌 いでは あ りませ ん。 たぶ ん他 の話題

で事欠 か なか ったので し ょう。 又、 一 日の食 費 を 200円 以下 に押 さえ たの は立派、食 カ

ンの中は米 しか なか った とも して い る。

8//5 3時 前、 駅 へ行 く。 まず 敏明たちの飯 豊、 その 次啓 紀 の後 立、 その次

北川 たち の北 アル プス と暇 を もて あ ま し見送 った。驚 くことに間所 氏 も来 て いた。 彼 は 6

時 前には野町へ 行 き、 白山 を見送 って いた。 その後中野宅へ行 き寝 て、 下宿 へ帰 って きた

のが P.M.6時 前。 中野 は本 日帰 省予定。 あ―あ、皆 出払 って しま っ た。 3年 生 て休 ん
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で い るのは中野 と金森 と俺 くらいだ。現在 の と ころ 40名 以 上 は 出て しま っている。 なん

とな く考 えよ うに よっては寂 しい。

*合 宿 後ほん の数 日でみんな出かけ て元気 な もの だ ったん ですね。 当方 も 7日 か ら 12日
ま で帰省。

8/13(月 ) 午後 2時 30分 か ら 5時 30分 まで営林 署 のお っち ゃん と内川 ダム上

流 へ下見 にに行 く。 オ ロロもいて暑 そ う。 8月 下 旬 にバ イ トす る ことに決定。気楽なお っ

ち ゃん で帰 りに ビール 1本 酒屋て飲 ん だ。 18時 45分 、 部室 で川端 に会 う。 ミカ ドヘ。

少 しバ イ トの話 をす る。

*お っち ゃん の名 前は忘れて しまったが顔 つ きな どは今 もお ぼ ろげなが ら浮 かぶ。

8/15(水 ) 部室へ 1時 30分 ごろ行 く。 例 に よって一 人。 落書 き帳 を見てがっ く

り。バ イ トの奴等 昨 日 6時 50分 に帰 って きた そ うな。 も う少 しほんの 20分 ほ ど待 てば

よかったのだ。川 端 か ら電話があった と聞 いたので、 かけ てみ る と暇 だか らかけたそ うだ。

彼 はあ さって か ら白山へ行 く。 いきた くな いそ うだが。 今 日は父 の誕生 日だ。 48か 49
で あ る。

*こ のパ イ トとは 白山でのパ イ トだろ う。現

在、 もはや この時 の父親 の年齢に近 づ いて し

ま った。 父親 と比 べれば なん と未熟 な ことか。

翌 16日 は一 転 して部室が超満員 として いる。

8/18(土 ) P,M.9時 45分 。 駅 前 シネマ て一夜 をあかす ため出発す る。明 日

は塩川 か。 帰 沢 は 25日 の予定。

*オ ール ナイ ト営業 は同時 まてだったのだ ろ うか。

8/27(月 ) 南 ア北部 Po W.
Members  大 田、塚本、 亀 田、 大森、 恵 比寿、 七 間、 尾 崎

今 回は非常 に不 調、 精神 的に も肉体 的 に も。 飯 が食 えなか った。塩 見、 西農鳥、農鳥、 間

ノ岳、 中 白根、 北岳 と 3000m級 は よ く走破 した。 だが北 岳 小 屋 にお いては天候 の悪化

と病人 の発生 に よ り 2日 間の沈殿 を強 い られ、 下 山 の 日もズブ濡 れ て、 ち ょうどバ スが来

て くれ て、金 沢 へ夜 の 11時 す ぎに着 けたので あっ た。 今 回、 非常 に騒 々 しい P.W.で
あ った。 面子 を見れば想像 され うるで あろ う。 俺 は た だ一 人 テ ン トの隅 で タバ コをす って

いた。 ます ます 自分 が疲れて きてい るように思 う。 本 当に腰 周辺 が痛 い。寝 られない時が

あ ったほ どで あ る。背骨 もいたい感 じがす る し、 この ままや って いて大丈夫 なのだろうか。

バ イ トの ため の買 い出 しをやった。 しか し、 営林 署 の都 合 が悪 く一 日延期。川端 と二人

で間所氏 宅へ うか が う。 勉強中であった。

*昨 年 の P.W.の 雪辱戦 である。 旧 メ ンバ ー は 3名 。 タイ ム リ ミッ トで下 山、ぬ るぬ る

滑 る下 りを 2ピ ッチ で飛 ば し飛ば しと書 いて い る。 よほ ど疲 れ て いたの だろ うか。

8/31(金 ) バ イ トは大洪水 のなか で行 われ た。 本 当 に鉄 砲 水 とい うのか、水の中

にテ ン トが あ るよ うな もの。 30日 に帰 って くる。 営林 署 の オ ッチ ャンと若葉へ。 その次

ブ ラウ ンヘ。 川端 と二人 で帰 る。途 中、 若 竹寮 へ よ る。驚 くなかれ、 2年 のアホと宇野氏

とま しえて大 酒宴 が始 ま っていた。泊 ってか え る。

*内 川 ダム付 近 で の草 刈 りだろ う。昼 間 は川 の 中で手掴 み で大 きな岩魚 が数 匹 とれ、焼 い

て食 べ た ことか ら、 その崇 りで夜 中 に大雨 とな り危 う く流 され そ うにな った と後で話 した

ものだ。

9/4      3日 は買 い出 し。夜、 敏 明宅 へ川 端、 金森 と と もに行 き、一杯飲む。

6時 29分 ボ ッカ隊 出発。 部室 にて OPENの 仕事 や る。 6時 ごろ Leaderに TEL
す る。 明 日、 6時 に集 ま って くれ るよ うに言 う。 今 晩 は部室 に泊 るつ も り。

*こ の文 面か らす ると、 オープ ン山行 の ため、 4日 の午 前 6時 29分 にボ ッカ隊が出発 し、

午 後 6時 に各 Leaderに 5日 の午 前 6時 に集 ま って くれ るよ うに連 絡 しているようだ。

白山オープン登山、チーフ リーダーとして参加。中野、金森、北川、
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亀田、 宇野 を リー ダー とす る 5パ ーテ ィで一般 20名 、 部員 24名 の大所帯。 天気 は ぐず
つ き気味。 しか しワンデ リング とフ ァイヤは ど ぅにか無事終 了。 あ られ も降 る天 気 で あ っ
た。 7日 に帰 って きた。 グラ ウ ン ドで大 ナベ で 3杯 ほ ど水 をかけ られ た。終 わ って誰 も俺
に言 って くれ なか った。「 ご くろ うさん 」の一言 も。 馬鹿 な役 をひ き うけ たの だろ うか。
今一番 心配 な こと、 それ は試験 が近 い こと。

*白 山で SHOWに 出 る前に、 ポ ケ ッ ト瓶 1本 楽 に飲 んで いったが、 全然 まわ らず 赤 くな
った とも書 いて いる。 誰 も言 って くれ なか った ことはないで しょうね。

9/10(月 ) 夏休 み もオ ー ラスにな った。 この夏休 み は充実 して いたか。 思 い出せ
ば 山へ行 って い るか、 ポ ケっ とす ご して い るか どち らかであ った。夜 、 間所氏 が くる。 大
学院 は通 る らしい との こと。 月 日の流 れの ス ピー ドに感嘆 して い る らしい。 本 当 にそ うだ。
部長 に就任 して もう一年 にな ろ うと して い るの だ。所信表 明演説 か ら約 一年。 冬 山、 春 山、
夏 合宿 と大 きな行事 が あ ったが、 それ もす べ て終 了。 10月 か らは、 もはや俺達 3年 が や
らねば な らな くな る。 明 日か ら学校 で あ る。

9/11(火 ) 実験 を適 当 に済 ませ 部室 へ。何 とた くさんの P.W.の 掲 示。 しか し
3年 生は活動 して いな い。俺 もどう しよ うか と思 う。

9/14(金 ) 川 端 とと もに営林 署へ行 く。 手取 り7058円 也。 3年 コ ンパ は な し。

*お 役所 のせ いかバ イ ト代 の支 払 もけ っ こ う遅 かったのだろ うか。

9/19(水 )  P審 。 馬鹿 らし くも終 了 が 20日 午前 0時 す ぎ。坂尻、増 田氏 らと食
事 をと り、パ イクに 3人 乗 りで坂尻 氏 の下宿 へ。 そ こで 3杯 ほ ど冷 や酒 を飲 む。 そ して帰
りがけ に辻 田の所 へ寄 り、 車 で香林 坊 へ て る。家 まで送 って もらう。 5時 前。

*3人 うま く乗 れ たの だろ うか。 た しか シルバ ー風 のパ イクではなか ったで し ょうか。 こ
の週 も過密 スケ ジュールで、 17日 P審、 18日 9月 総会、 21日 また もや P審 とな って
いる。

9/22(土 ) 山内宅 で合宿委 員会。 部長 は川端 と決定。 10月 8日 に ミーテ ィング
をやって、 その後 合宿 委 員会解 散 コ ンパ な る ものを催す らしい。ノ|1端 が俺 に言 った。 副 部
長 たのむ ・・ ・。 なん とか執 行 部 で力 を合 わせ ていけば義務 は果 たせ るで あろ う。

*大体 は頼 まれ ると断れ な い性 格 で あ る。

9/23(日 ) 午 前 11時 ごろ よ り P tt。

ほん とうに よ くや るよ。 しか し、 1年 にわ

た って参加 して きた P審。 ここで審 議 は終 了 し

た。 あ とは報 告 だけ とな った。

*日 曜 も祝 日も当然 なが ら関係 な いのてす ね。

9/26(水 ) 電 気 回路 の試験 。 2年 生 と一緒 に受 け る。 で きた よ うでで きて いな い。
で きて いな い よ うでで きて い る。 そん な感 じ。

10/1 (月 )午 前 11・ 時、 珍 し く宇野 氏 に起 こされ た。電 気機 器 の ことでの話 で あ
る。 マ ウ ンテ ンで コー ヒー をいた だ く。夜 、塚 本 よ りTELあ り。 そ ういえば、 は じめて
P,W.の 連 絡 先 に指名 され て い るの だ。 明 日出発 して 5日 に帰 る予定 らしい。

*宇野氏 へ は私 か ら試験 の情報 を提 供 して いたのだろ うか。 この P.Wi｀ 1ま 尾 添尾 根 か ?

10/2 (火 )夜 、 7時 ごろ間所 氏 が来 て、 梨 と栗 をいただ く。 坂尻 氏 と共 に八 ツ岳
Po W.の 見送 りに行 くそ うで あ る。 早 く試験終 わ らないか。 あ と、 水、木、 金、 土 で あ
る。

10/3(水 ) 6時 30分 ごろ帰 って くる と、玄関に汚 らしいズ ックが あった。川 端
だ と思 った。 や は りそ うで あ った。 冬 山や春 山の話 を少 しして いった。 2人 で一応、 L会 、
P審、各 係等 の面子 の振 り分 けな る もの を考 えてみ た。川 端 は確 か に考 えて いる。俺 は思

考 力が弱 いの だろ うか。 申 し訳 な い。 彼 は明 日よ り山小屋 作業へ 行 く。
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10/8     3時 すぎ部室へ。 3年 ミーテ ィング開催 されたのが山内宅て 4時 すぎ。
冬山の話 とか方針 とかで もめて途中で夕食をとり、終了が 9時 す ぎだったろうか。執行部

景景
「

,iさ ]i[撫 言阜〔L」 [:]:,:源
¥謄 哭巣省管ヒ 定瑠ゝ電Γ串爵F笛歯FO

4人 はお とな し く寝 た。

10/12～ 13  執 行 部集合。川端宅 へ。 いろ い ろ考 え、 山内 を交 えて 5人 にす る。
山 内宅へ。 間所 氏宅 へ行 くつ もりで小 立野 へ。 間所 氏不 在。 俺 の部屋 で話す。 12
時過 ぎまで。 冬 山 自由参加、 スキ ー準 合宿。 春 山準 合宿 とスキ ー、 そ して P.w。 とのか
ね あい。 ・・ ・話 はま とま らず。 15日 P.M.1時 部室集 合。      

・

*毎 年、もめる内容は大体同じようなものだったのだろうか。しかしヽ 場所をいろいろ変
えてや って いたのです な。

10/20(土 ) 昨 日は最終 P審 。驚 くなかれ終 了 が午 前 3時 。 それ か ら香林坊 の宇
宙 軒 で飲 む。 朝 6時 30分 帰 る。午後 1時 30分 に起 きて学 校へ。 総会 であ る。副将 とな
る。総 会 は 6時 30分 終 了。

*報 告 だけの P審 のはず だが長 くかか って いるよ うだ。

10/22(月 )  山内宅 で新執 行 部の密談。木 曜 日が年 間方針発表 で あ る。例 によっ
て帰宅 は 23日 午 前 2時 す ぎ。少 し英 語や る。午 前 4時 眠 る。

10/25(木 ) 総 会 あ り。 9時 30分 ごろ終 了。川 端 が結構 うま くや った し、質 問
もそ う手厳 しい ものはでなか った。 前執行部 の人 々の最後 の一言 はそれ ぞれ味があ り、 し
み しみ と聴 いた。 これ か ら執行部でや って い くうれ しさ と憂慮 が交叉 して い る。現在、 こ
れ て よいのか と思 う くらい話 し合 い等 がな い。

10/29～ 30  L会 へ 8時 す ぎよ り歩 いて い く。 15周 年 の話な どをやって いた。
10時 30分 ごろ終 了。 その後、間所、 高村、 石 田、 山内、井 上 (茂 )、 横 山、坂井 とて
若 葉 へ。 1万 300円 だ ったろ うか。 その後我 が家 で麻 雀。 下宿 のみん な に迷惑かけたろ
う。 15周 年 の話 だが俺 も参加すべ きだろ うか。 総 数 70名 以 上 にふ くらん でいる。
電磁 気第 2は 不可 であ った。 が っ くり。明 日は運 動会、 どうす るか。

11/1(木 )   4時 半 ごろ部室 へ行 った。 15周 年記 念 山行 で盛 況 で あった。 そん
な集 団の 中でぼ つん と一 人居 た。最近 は部室 へ行 くの に も億 劫 で あ るよ うな気がす る。増
田氏 と二人 で話 して いた。 今、 自分 がや る気 な い、 いや その任務 の大 き さに圧倒 されて、
身動 きとれな い よ うな ことをつぶや いた。 増 田氏 は慣 れ て しま えば ・・・ といっていた。
5時 30分 ごろか ら奥 三方 の ミーテ ィングが あ った。 メ ンバ ーは 9名 とな った。 内、女子
3名 で あ る。 そ の後、瑛 りで川端、 金森 と 3人 で執 行部 の話。 山内は 15周 年、 中野 は風
邪 で寝 て いた。

*断 れ な くて引 き受 けた ものの、 やは り神経質 にな って いたのだろ うか。 11/2は 部室
で写真展 の手伝 い を した と書 いてい る。

11/3(土 ) 朝 10時 30分 ごろ突然父 と母 との訪 間 を受 け る。 手紙 を出 したそ
うだが届 いて いな い、 奇 々怪 々。 まず本部へ。 15周 年 を見送 った。 3人 で兼六園～香林
坊 ～武 蔵 ケ辻 ～駅 と約 6時 間かけて歩 く。 いろいろの話 を したが、 感 傷 的 にな りす ぎるの
で書 かな いてお こう。弟 が金大へ くるのはほぼ確実 か。 今 ごろベ ル クハ イムては各 自が痴
態 を さ らして い るので あろ うか。

*後 に 15周 年 は 前執 行 部が俺達 に任 せ た もの と、 少 々怒 りを込 めて書 いて いる部分が あ
る。

11/6(火 )   6時 ごろよ り電 気科 の コ ンパ 。 その後 山内宅 で執 行 部 の ミーテ ィン
グのため向か った。 途 中て間所氏 と電 気課 の男 3人 に会 い、 若葉 へ。 9時 す ぎ山内宅へ .

不在。 部室へ。不在。 中野宅へ。不在。 どこてや って い るの だろ う。 いや にな って帰 る。

*か な りの距 離 を歩 いて移 動 している とす れば 元気 な もの で あ る。

11/7(水 ) 久 しぶ りの快 晴 の よ うな気 がす る。 青 空 の暗 いほ どの色彩 が晩秋 の
山々を一層鮮やかに浮 き出している。山へ行ってみたいとふ と感 じた。午後、実験はなか
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った。家 で寝 て、風 呂へ行 ってか ら L会 へ の ぞん だ。 歓送 は 日帰 りで医王山 とい う
な った。 そのチ ーフ リー ダー。 冬合宿 は奥 三方周辺。 その Chief Leader
なければ な らな いよ うで ある。忙 しい感 は まぬ がれ な い。

11/8(本 )  午 前中サ ポ る。 午後川 端 と香林坊 をぶ らつ いていた。 5時 30分 よ
り第 1回 P審。 初冬 白山な どは何 を言 って よいや らさっば りであ った。

11/13(火 ) 執 行部 での ミーテ ィング、 珈 琲 館 にて。 11時 にな って閉店締 め出
し。 中止 にす る。 冬 山の ことを金森、 中野 と授 業 中話す ことに して ・・・。 山内 と帰 りに
しなのへ寄 った。 帰 ったのが 2時 す ぎ。 歓送 の ことや らで眠 られ ず ・・・。

11/14(水 )  1限 目か らしん ど くも出席。 2限 目、 金森、 中野 と話。 そ して部室
へ。帰 って きて実験。す ぐに L会 へ。 この L会 が予算 ・・ ・、 歓送 ・・・等 で もめて、終
わ ったのが木 曜午 前 3時 。 2年 生 とタクシーで帰 る。

*授 業 中 に どの程度 の打 ち合 わせが で きたの だろ うか。 本 部 と工学 部 を行 き来 して精 力的
にや って いる よ うだ。 さすが疲 れ て タクシー を使 ったか。

11/15(木 )  11時 30分 、学 生部へ 行 く。 他 の 4名 はす でに出席。
この 4日 間 ほん とうに疲 れ た。体 の あち こちが痛 い。 明 日、 L会 、 次 日、総 会、
送 と。

11/16(金 ) 一限 ロサ ポ る、 製 図 とい うの に。 L会 開催。帰 って きたのが 11時
20分 で ある。 冬合宿 につ いて もめ た。 スキ ー とのかね あ いであ る。春 山 も昨年 ほ どの規
模 は無 理 であ ろ う。

*本 当 に午 前中か ら夜 中までや って いたの だ ろ うか。例 に よって もめるシー ズ ンの始 ま り
か。

11/17(土 ) 総会 は 6時 す ぎ終了。 俺 はあ くせ く働 いた。 7時 20分 ごろ よ り旧
生協 で歓送 宴 会。 9時 す ぎ解 散 した らしい。 いつ もよ りひ ど く酔 っていた。階段 で尻 を打
っていた い。 南保 氏、 吉 田にかか え られてオ リンピアヘ。 川 端、 中野、 高村氏、 松下氏、
鈴 木氏 も一緒 だった。着 くと坂尻氏、 宇野氏 そ の他 大勢 が いた と思 う。 す ぐに寝 た。 11
時 前に出 され川端、 中野 に送 って も らって タク シーで下宿 へ。 2人 は しなのへ行 った。

*15日 はわ か らないが、 16、 17日 は雨 マ
ー ク を書 いて ぃるの で、 天気 の具合 で歓送

登 山は宴会 にな ったのか。

集纏蒼裏F重「上、日蒼ビ「早Fr晃左Ъ書雀署言
`fや

る。火曜日はL会。水曜P審。

*実 際 には偵 察 は中止 とな り、 奥三 方 P.W.は 回三 方 (一 泊二 日 )を め ざす ことにな っ
た。 又、 12月 6日 、 13日 には大事 な追 試 が実施 され る ことにな り、 荒 島岳 P.W.は
リーダー 自身 か ら止 めた として ぃる。

11/23     日三方 Po W.Member L.金 森 (3)、 川村、 山田 (2)、
横 山、 横井、 津 島、 浜、桜井 (1) 9:Oo公 園下発。 959の 次 の ピークまで行 く。
冬 山の偵 察 をかね て いた。 大快 晴に恵 まれ る。 内尾 の小学校 に一泊。 かな りしん どいコー
ス。 しか し リー ダー を開放 ざれ てかな り悪乗 りした よ うで もあ る。

11/24 午後 7時 30分 帰 る。 その後、 金森、 川村、 山田で若葉、菊 へ。
どうい うわけか菊 で映画 の前売券 を 2枚 買 った c

*短 い Po W.だ ったが非常 に楽 しか った。雪 もか な りあ り冬 を迎 える前のつかの間の快
晴 に恵 まれ た とアルバ ムに も書 いて あ る。 しか し、 手 元の写真 で は 白い歯 を出 して いな い
のは私 だけで あ る。

11/27(火 ) 珍 し くま しめ に授業 に出席。終 わ ってす ぐ部室へ。蛍光灯 が こわれ
た らし く、 ローソ クが と もって いた。川端 と冬 山の話 を しよ うと したが、別 にや らなか っ
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た。啓紀 と山 田が OBの 話 で茶店へ 行 ったので俺 も行 った。

*ワ ンゲルだか らロー ソクには事欠 かなか ったて し ょう。

11/30(金 ) 冬 合宿 全体 ミーテ ィング。 C.L.は 自分 であ るが、 夏合宿終 わ っ
てみ るとLeaderと 名 のつ くプ ライ ドも、厳 格 さ も、緻 密 さ も、 またその名 に基 づ く
恐怖 も何 もあ った ものでな い。

12/1(土 )  総 会。 3時 ごろ終 了。川端、 金森、 そ して宇野氏 とバ ロンヘ。

12/3(月 )   B隊 の トレーニ ングや る。 川端 と山内 と清水 とで茶店 へ。 最近 の部
の感想 め いた もの を話 す。 9時 前に問所氏宅 へ。 電磁 気の本 を貸 して も らう。

12/7(金 ) 大雪 の模様で あ る。荒 島岳の連 中、 ど うな ってい るのや ら。

*私 はす てに降 りてお り、 3年 生は いな いが相変わ らず南保氏 を中心 に出かけた らしい。

12/8(土 )  間所 氏 を十全病 院 前て見送 った。雪 が降 って いた。 その後、 宇野、
高村、井 上敏 の各氏 とと もに メ ンパ ーで積 む。

12/10(月 )  トレーニ ング後、 ミカ ドヘ川端、 中野、 北川、清水 と行 く。冬合宿
に関す る話 で あ る。 未知 の コー スに関す る安全性等。俺 がチ ーフ として何 をや って いるか。
ただ名 前 だけ いただいてぼ け っ として いる。結局、川端 が鶴 来の ポ リス と営林署へ行 って
くれ る。

*こ の頃 よ りなぜ か 日記 を書 くの もサ ポ リがち にな って きて い る。馬鹿 な私 であ るが、 人
並 み に別 れ とい う ものが あったのだろ うか。

12/30(日 ) 冬 合宿修 了。 今年最後 の行事。 C.L。 と して参加。 やっ と終わ っ
てホ ッ トす る。何 もなか った ことが、 一番 確実 な安全 で あった。
B隊  清水 (啓 )、 大家、 山 田、坂井、 津 島、岩 本、 吉 岡 全 くお もしろい奴
ば か りで、始終笑 いが絶 えなか った。 や っぱ りや りとげた とい う気 はあ る。冬 山 としては
結構厳 し くもあ り、 楽 しい ものであった と思 う。猛 吹雪 もうまい具合 に一時 的 に止 んで く
れ た。途 中、 一 日だけ大 快 晴、 なければ うそだ。我 が一年 生 のアホな こと。 2年 生 も頑張
つていた。 明 日、 帰省 す る。 のんび りしたい気 で いっぱ い

｀
だ。 山にいる間 は感 じなかった

が、現在 ひ どい睡魔 にお そわれ ている。 部員のみん な、 それ ぞれ良 い年 を迎 えて くれたま
え。 これ て 1973年 の書 き収 めか。

*口 三 方 で 28日 に沈殿 して い る。 29日 に内尾 の ど こかで一泊 (テ ン トではな い )し 、
30日 に 4ピ ッチ で加賀 一宮 まで行 った としている。

昭和 49年 (1974年 )

1/10 11時 、 渡辺 よ りTE.L。 買 い出 し。 P.W.行 く気 な し。 日程、
コースの変更 とな る。 5時 よ り冬合宿反 省会。 かな り厳 しい意見 もあった。 リー ダー間、
またメ ンバ ーの縦 の コネ ク ト等考 えなければ な らな い こと もあった。意外 と楽 で あった と
い う声 が多 い。 そ して楽 しめ た とい う声 も多 い。 あん な もの と思 うのが一番 か。

1/12～ 14
鶴 田、 津 島

白い高三郎 を見 る P,W.(成 人式 ) L.川 端、 渡辺、恵比寿、

*何 も感 想は書 いていな い c

1/26 総 会。 その後追 コ ン。 at電 々会館。 1次 会 の後、増 田、 三宅、 松
縄、 祖 父江、 松林、 上馬 各氏 と 3年 は川端、 金森、塚 本、 2年 は渡辺、 松 岡、藤井、小 間、
杉本 で 田楽へ。 3次 会、 川端、藤井、 松 岡で若葉 へ。 そ こで無数 の人 と会 う。 4次 会、 間
所氏宅。 そ して、 増 田、 三宅 氏、金森 らも来 たので、 朝 の 6時 まで俺 の下宿 で話 しをした。
現在 の 4年 生 とももうお別れ か。 しか し、 金沢 に残 る人 も多 い。 いやで も顔 を会 わす こと
がで きる。

1/28～ 29(火 )28日 、 朝起 きて思 った。春 山の話 の ことを。 中野 と金森 に連絡 し
て部室へ。川端 に珈琲館 に来 い と書 き置 き。金森 の原 案 を採用。 情報集 め の ため坂尻氏宅
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へ。 間所 氏 も来 る。 は じめ春 山の話 を して いたが、 そ の うち酒 を飲 み始 め、追 コ ンの続 き。

朝 の 6時 まで飲 ん だ。 そ して そ こで 12時 まで寝 て、 午後 学校 へ。 春 山 もっ と真 剣 にや ら

な あかん。

1/30～ 31(木 )電 気科 3年 v s看 護科 2年 コ ンパ。 いろいろ と女性 に声 をか けてみ

るが ・ ・・。夜 10時 か ら昼 11時 まで中野宅 で積 む。松 岡、 松平、伊 豆、 多賀、 中野。

帰 って きて寝 て しまった。 P審 も行 かなか った。

2/2(土 ) 午後 白山研 の シ ンポ参加。 その 後、 金 森 と談 話。 昨 日執行 部 で話 し

合 った とい う。 す まなか った。今 回の春 山聞 いた と ころで は 2年 生が 5名 だ とい う。 3年
生 の参 加 も不定 で あ る。 明 日、 川端 とお ち合 う約束 を した。

2/3(日 )   午後、 川端 と茶店 で春 山 に関す る話 を少 しす る。 同級 生の協 力の無

さが一番 問題 にな った。事実、俺 も聞 いて頭 に来 て、 残念 に も思 った。 P審 で も一騒 動 あ

るような雰 囲気 で ある。俺 の P.W。 だれ も乗 って くれ な い し、 いや、 1年 生が多す ぎて

よわ って しま う。 P審 もめん ど うだ。 自分 の P,W.お ろ して楽 にす るか。

*こ の時期 なぜ か部活動 はなげや りにな って いるよ うだ。

2/6(水 ) L会 出席。 7時 す ぎに帰 るつ も りが 10時 30分 にな った。 昨年 の

執 行部 よ りもは るかに いい加減 であ る ことは、 まあ 目に写 ってわか る。 今 の 3年 は そ うい

う連 中ば か りだ。 中て も トップが 自分 で あろ うか。 明 日P審 。試験 も間近。

*自 分 に当 てはめ て判 断す る と、 B型 人間 は気乗 りが しな い ことは あま りや らな いが、 一

旦 のめ り込 む とと ことんや る くせ に、 熱 しやす くて冷 めやす い ところが あ り、 どち らか と

いえば理 論詰 めには向かな くて感情、 感覚 で行 動す る ところが あ る。執行 部 には B型 が 3

人 いたはず だが ・・・。

2/7(木 )    P審 。 11時 前修 了。 渡辺 と川 村 と 3人 で若葉へ。 新 2ト レ、 春 山

な ど雑 感 を話 す。 12時 30分 、 間所 氏宅 へ。 大学 院 の話 とか、 一般 的 な生活感 とか いつ

もの よ うに話 しをす る。 昨 日、 今 日とつぶれ る。 勉 強 しな くては な らな い。

2/9(土 ) 総 会。 4年 生 は今 回 を もって現 役 を去 る。 次 の総会 は新入生 を交 え

て行 われ る こ とにな る。早 い もので あ る。春 山の計 画 は承 認 され た ものの、 いろいろす っ

き りしな か った。瑛 りで Po W.の Meetingを や り、 その後執行 部て話す。

2/13(水 )  本当 に寒 い天 気 であ る。 昨晩 は執行 部 で ミーテ ィング。若竹 寮へ遊

びに もい く。 今 日は午後麻雀。 自分 が馬鹿 に見 える とき もあ る。 明 日、 数理統 計の試験 が

あ るが な に もや らない。 それ に情報数学 もあ き らめム ー ド。 明 日、 P会 に行 かねば な らな

い。

*P審 か P会 か、 両 方 の表現 で書 いて いる。

2/14(木 ) 数理統 計 は破廉恥 なが ら悪戯 を実施 した。 5時 30分 よ りP会 。 い

や な もの であ る。 しか し、 2年 生 あた りに いろ いろ と思 いつ きを尋 ね るの もお もしろい も

の だ。 明 日は Po W.の ミーテ ィング。土 曜 は P会 と試験 を前に してか な り多忙 で ある。

最 低 75単 位 は確保 した い。

*別 に下 級 生 を い じめて いたのではな いだ ろ うに。

2/26(火 ) 23日 情報数学 やめ る。 24日 夜、 中野 宅 へc少 し勉強、 半荘 や る c

信 じられ な い。 25日 試験終 わ る。 L会 出席、 その後 しな のへ。 3年 、 中野、 川端、 山内、

2年 、 井 上、 渡辺、 小 間、 松 岡、川村、 1万 6000円 c川 端 と中野宿泊。 勉強す れば よ

か ったの に。 26日 、起 きたのが午後 4時 。夜、

*本 試 は終 わ った よぅだが、 大事 な追 試が控 え

て いる模 様。

テ レビをみ なが ら勉強す る。
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昨晩、 不 安 にな ってか 中野宅 へ。本 日、電 子回路第二c非 常 に優雅
まあまあ。 夜、電 話す る。 重 文は旅 館に とま る らしい。 父 に言 う、 一科

*重 文 とは弟 の ことで金大 を受験 した。 よほ ど留年 しそ うだ ったのだろ うか。

3/10(日 )  10日 間 い ろ い ろ あ っ た。 1日 ・

3日 ・ ・ ・ ?、 4日 ・ ・ ・徹 麻 、 5日 ・ ・ ・徹 麻 、 6日
・ ・徹 麻 、 8日 ・ ・・ 映 画、 9日 ・ ・ ・帰 省 、 10日 ・

?、  2日 宇 佐 美 氏 と徹 麻 、
・・ P審、春 山全体 M、 7日 ・
・帰沢。重文の入試 も終 了 した。

*10日 間 いろいろあ った と書 いて い るが、 ほ とん ど麻雀 か。宇佐 美氏 とは虎 姫 高校 の先
生 で受験 生の付 き添 い きて いた もので、私 も教 えて もらった ことが ある。 弟 は結 局 合格 し、
私 と同 じ金大 工学 部電気 工学科 へ入学 し、 以後 3年 間同 じ下宿 で住 む ことにな った。

3/14(木 )   2、 3日 天候 は冬型 に戻 った。 最後 の降雪 であって ほ しい と思 う。
本 日、 トレーニ ング。 す もう場 まで も走 れ なか った。体 力が低下 して いる ことは 目に見 え
てわか る。春 山まであ と 6日 か 。・・。

3/15(金 )  少 し風 が あったが春 らしい天気 であった。 明 日は入試 の発表 か。 春
山 ミーテ ィングあ り。 春 山 も昨年 よ り千 円ア ップの 6千 円 とな った。 シュラフ も千 円ア ッ
プ とな って い る。ザ ック も値 上 が りす るだろ う。 どうで も良 いが。井村 にニ ッカ ズボ ンた
のんでお いた。

3/18(月 )  春 山買 い出 し。 パ スの便 の都合 で自山下 か ら足。 A、 B、 C隊 に よる
ポーラー。七倉 ア タ ック。 C.L.川 端、 A・ ・・北川 、B・ ・・川端、 C・ ・ ・金森、 ア
タ ック隊長 ・・・中野 とな って いる。

*以後 日記は約 9ケ 月 の間、 ぶ っつ りと途 絶 え る。 この春 山に関す る記録 は少 な く、 アル
バ ム内 (写 真 もな し )に も以 下 の よ うに 3行 程書 いて いるだけである。 35周 年記念 ベ ル

クハ イム誌 に よれば養 蚕小屋 の使用 も前年 で最後 の よ うだ し、 どこで どうしたのか思 い返
してみ て も全 く記憶のか け らもな い。

74 春 山準 合宿 於  青柳 新道  Members 北メI「、 中野、渡辺、横 井、 坂井、 井
村、津 島  七倉 アタ ック成 功、 中野 君 が ア タ ック リーダー として頑張 った。

執行部～退部 ～ OB篇
(昭 和 49. 4～ 51. 3)

昭和 49年 12月 2日 (月 )

なん と長 い沈黙 であったろ う。

約 9ケ 月 の期間 この 日記 と顔 を合
ゎせ た ことはなか った。 いろいろ

あ った。 春 山は成 功 の うちに終 わ

った。

4月 ・・・ P.W.中 止

5月 ・・・奥池～ B.H.、 新 トレ

6月 ・・・結 団式

7月 ・ ・ ・合宿 (連 絡 先 )

8月 ・ ・・ 山小屋作業

9月 ・ ・・大学院受験→ 失敗
10月 ・・・奥 池～ B.H.
11月 ・ ・・ 直海谷 P,W.

ヨ蘇I149年 5月

改築直前のBH(一代目)を
バック0こ。
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大学院 の試験 は大 失敗 だった。何せ毎 日麻 雀ば か りや つて い たので あるか ら当然 だ。 その
失敗が最近 焦 りを覚 え させ る。

*こ こでは主 な 出来事 の タイ トルのみ書 き綴 って い る。 驚 くべ き事 に この約 4ケ 月後 には
なぜ か また以下 の ように各 内容 のア ウ トライ ンも綴 って い るのであ る。 まだ書 き留 め よ う
という気持 ちが あ ったのだろ うか。

昭和 50年 3月 8日 (土 ) 今 日は本 当 に春 め いた良 い天 気 であった。約 1年 間 の
ブラ ンクであ った。 もっ とも前頁に少 し書 いてお いたが。 昨 日で卒研 も一応 発表 まで こぎ
つ けた。 しか し自分 としては半年間は た して何 をや って きた のか、 全 くわか らな い。題 目
だけて も記 してお こう。「 デ ジタル アナ ログ混 合 回路 に よ るフ ィル タの研究 」
1年 間 を さっ と思 い返 してみ ると
3月 は春 山で あ った。 アタ ック も大成 功。 中野 の姿 が 目に浮 かぶ。

4月 、 この月 はた しか疲 労気味。 いや、 や る気 がな か ったの か、 P.W.を 中止 させ た。
Membersに は弁解 の余地 もな い。 4月 の終 わ りに松 岡 と 2人 で偵察 に強行軍 で奈 良
岳 まで行 った。途 中、 カモ シカ を見 かけたのが 印象 深 い。

*中 止 したのは 内尾～ 中宮 P,W.

5月 は じめの頃  奥池～ B.H.PW参 加。 Members. L.松 岡、 中野、 横井、
七間、 津 島、 浜
1500m級 の 山 々は もう春の匂 いを漂わせ て いた。 少 々茶 色 の色 を した、黒 いゴ ミの よ
うな ものが付着 したザ ラザ ラの雪 の上 を歩 く。 日は暖 か い。 風 はそ よ風。 なん ともいえな
い満足感 であ る。大笠 山まで行 った。 いい山で あ る。 それ に見越 山北峰 か らの大 グ リセ ー
ド。 見越 、 高三郎 間は少 々 bushで 苦労す る。 BergHeimも 夏休 み には改築 され
る。我 々は最 後 で あったか も知 れぬ。
5月 下 旬  新 入生 トレーニ ングの時期。渡辺君 の所 て参 加 した。 ダム よ り眺め た高三郎
が美 しか った。新道 を利用 して ピー クまで ワ ンデ リング。 前 の Po W.の ときよ りも ぐん
と雪 はへ る。 ピー クに少 しあっただけであ る。 あいかわ らず 見越、 奈良、大笠、 自山、奥
三 方、 日三 方等 どん とそびえて いる。 また情熱 がわ く。

*奈 良岳 で 1日 沈殿 して いる。気 に入 って いる写真 の 1枚 が この時 の奈良岳 よ り眺 めた 日
の出 (ち ょう ど立 山の上 か ら出てお り、雲海 と周 りの残 雪 との調和 がすば らしい )で あ る。
又、今 よ りも急 な屋根 の角度 を持 つ改築前 のベ ルクハ イ ム の姿 が懐 か しい。

6月 は結 団式 で あ る。渡辺君 のパ ーテ ィとあ いな った。「 黒 平 」 とい う名 であったろ うか。
しか し合宿 中 は金 沢の連 絡先 として居残 った。 合宿 トレの一 回 目、 高三郎 989Pに は参
加 した。

7月 、 夏 合宿 の最 中。 自分はのん,の ん と暮 らして いた。

8月 下 旬、 ブ ラ ックとコーラをかつ いて雨 の中一人 で、 ず ぶ 濡れ にな って BergHei
mへ 。 1日 で帰 る予定 が毎 日飲 んで、食 って、 仕事 して 5日 間 ほ どいる。 オ ロロに苦労す

る。第 2期 よ り第 3期 と居 る。

9月 、 大学院 試験、 自分 ではで きた と感 じたが落 ち て しま う。

*試 験 に落 ち たのは冒頭 には麻 雀ば か りや って いた と書 い て い るが、 ここでは BergHeimの せ いに してお こぅと思 います。進 学 しよう と思 っ たのは、 今 まて部活動が忙 しす
ぎて (?)ほ とん ど勉学 というもの を してお らず、 これ て は いかん と思 い立 ち、何 か一つ
て も研 究 らしき もの を しようと決断 したか らてす。 一 見 立 派 にみ え る息子 を前に して、 金
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の ことは心配す るな と親 父が言 った よ うな気 がす る。

10月 、奥池～ B.H.PW
Leaderと して参加。 Members 村 池、 早川、 四方、 小野、藤 原
山 々は季節 ごとに異 な った様 を呈す る。 1秒 1秒 に も違 って いる。 今回は新 人 3人 とと も
に実施。我 なが ら無茶 を した と も感 ず。 見 t_tで 金森、 中野 と出会 う。 ここらの bushに
は まいった。仙人岩 と大笠 とを眺 め た。 新 しい BergHeimに 至1着 して安心す る。 亀
虫 の多 いことに び っ くりす る。 2年 合 ワ ンの準 備 とかの草刈 りを手伝 う。 2年 生が少 な い
の も奇妙 な ことで ある。 BergHeimで は、 は でに飲 ん だ。 しか し感心 しますね え、
我 なが ら。                             ・

*半 年遅れの新 トレであ る。執 行部 もか な リオ ープ ンだったのだろ うか。奈良岳登 山口、
ワ ンゲル平て各一泊、 ベ ルクハ イム で 2泊 。 1ビ ッチ 60分 といい新人 にはかな り苦労 さ
せ た らしい。

11月 、 勉強 の方 は さっぱ り。 直海 谷 の P.W.参 加。 L.津 島、川端、佐野、達磨
一応、初冬 といえ るであろ うか。 959ま で行 く。 そ こで雪 は 30cmく らいであ った。
冬 山がなつか しか った。 改 めて感 した。 日三 方 は近 くて遠 き山だなあ と。

12月 29日  中野宅訪 問。川 端、 金森、 山内。
汽 車 に乗 る。

*年 末 だ しその まま一人西へ 向か った の だろ う。

いろ いろお世話 になった。粟原温泉 か ら

1975.1月 16.17日   大学院試験、合格 してよかった。

そして今 3月 。月日のたつのは早い。

*進 学 ではあ るが一応 卒業 式 に も出席 したはず だが、 何 の感 想 も記録 して いな いよ うで情
け ない限 りであ る。 これ以降約 10ケ 月 もまた記録 な し。

今、 また年が明 けたのであ る。 1976年 1月 の 18日 (日 )で あ る。

75年 4月   高三郎 を眺 めて P.W.参 加。 村池、 横井、 七間、渡辺 の メ ンバ ー。
日三方の ビークで雪盲 にかか る。

5月      連 体、祖 父江氏、井 上 の 3人 で 内尾 ～ B.H.13時 間踏破。 雨 ま し りの

雪 が冷 たかった。 しか し、 見越 山の グ リセ ー ドは いつ もなが ら良 い。小屋作業 の連 中 を手
伝 う。

5月 31日 追悼 山行参加。

7月 中旬   井上 と白山山行。 2泊 3日 。 南竜 てツ ェル トかぶ って板 の上 で寝 る。次 の

日は御 前峰の社 で ウイスキ ーをがぶ飲 み しなが ら寝 た。

*2日 の夜 は非常 に激 しい雷 鳴 の一 夜 で あ った と思 う。翌朝、 ご来光 を拝 み に登 って きた

人 たちが社 の後 ろで朦朧 として い る我 々に気 づ かず に手 を合わせ て いた よ うだった。

8月 上 旬 北 アルプ ス山行。川 端 、 井 上 の 3人 。 リーダー として参加。

*濁～烏帽子～野 口五郎～ 双六～笠 新 道 ～ 新 穂 で半沈 含み 4泊 5日 。笠 ガ岳 ワンデ リング

には私 は行かず、 笠新道 も 2時 間 てぶ っ とば す な どでパ ーテ ィ内に一時 険悪 なムー ドが漂
った。

11月 連休   1人 でベ ルクハ イムヘ。 この時 金森 らは 自山へ行 って飲 ん だんだ と。俺 一

人 つ いてないか。

*同 窓会の よ うな もの をや って いた の だろ うか ?

12月 20日  虎校追 いコ ン。
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12月 29日  ワ ンゲル 16期 忘年 会。金森、林、井 上不 参 加。

12月 31日  宇野氏 の車 て帰 る。 同乗者 間所、渡辺、 山 田
越 前海岸 が よか った。

*ま だ北 陸 自動車道 な る もの は利用 で きず、ず っと 8号 線 を帰 ったの だ ろ うか。

1976.2.29(日 ) もう 2月 も終わ って しま う。 昨 日は春 一番 だ ろ うか。 気温 も
20度 まで上 が り半ば 狂 った よ うであ った。卒研のほ うもそ ろそ ろ大詰 め であ る。 自分 の
研究 も題 目が変 わ りた いへ ん で あ る。大学院生の発表 が 23日 に あ った。 間所氏 ももう少
して金沢 を離 れ て しま うの で あ ろ う。
24日 は夜、 宇野 宅 へ。 間所、堀、 山田居 る。 その後間所 宅 へ 。 久 々に麻 雀。徹 マ ンや

り朝の 8時 す ぎか ら犀川 ダムヘ。道 は除雪 してあった。 ダムの近 くは ま だ lmぐ らい雪 が
あつた。 天気 もよ く高三郎 も くっき りその 白い稜線 を太陽 に 向け光 らせ て いた。 ダムの水
面には雪 が半ば 氷 よ うな状 態 で びっ し りついていた。今 まで も行 こう と思 えば冬 で も行 け
たのだろ うが、 今 回初 め て訪れ たの は少 し興味がある。 帰 って きてテ ックでモーニ ングを
注文 した。
26日 は これ ま た久 しぶ りに部室へ。実 は川端に会 いに行 ったが法 支には居 なか ったの

で。杉 本 と兼 六 園 をブ ラブ ラ。 この 日もよい天気で医王 山が良 く見 えた。 その後、 珈琲館
へ。松 岡 と 1年 生 が居 る。 こ こで大決 断。 4月 の P.W.に の ったЭ尾 添尾 根 で あ る。

*時 た ま OB面 して部室 に も顔 を出 していたのか もしれ な い。 日記 は 1976年 3月 27
日をもって終 末 をむ か え るが、 この 4月 の P.W.に 関す る記録 は、 た とえば 35周 年誌
な どをみ て も発 見 で きず お流 れ にな ったようだ。

1976.3.27(土 ) 3月 初 め  大 日ヘスキ ー 高 嶋 先 生、 森 本、 日中

3月 半ば   牛岳 ヘ スキ ー  上 田氏、森 本、 日中、常 陰

3月 13～ 16日   OB 春 山、 Members 坂尻、 宇野 、 川端
ダム→大倉→ 赤堂 → 月 ケ原 → 多子津→大門→赤 まきこ→見越 → 高 三郎 → B.H.→ 金沢
俺 もよ くや るよ、 いつ ま で も飽 きもせず。 しか し、体 調不十 分。 背 中の痛 み、 ひ ざの痛 み。
で も顔 が黒 くな っ ただけ た くま し くみ えるか も。 4月 の尾 添尾 根 P,W。 な どにの って い
るアホで あ るが、 どう しよ うと思 った。川端君 とは もう最 後 の本 格 的 山行 とな った。

*こ の時、 写真 に よれ ば
ベル クハ イム周 り残 雪 は

ち ょうど基 礎石垣 の上近
くまであ る。

117-

1櫛

ln. iI

躙
隷



3月 21日   下宿の親父 さん と京 都 まで ドラ イプ。 湖西 を運転。 DX東 寺へ行 く。

*確 か深夜 に行 った と記憶 して いる。 今津 あた りで か な り雪 が降 っていた と思 うЭ

3月 26日   金大卒業式。 この夜、森 本、 上 嶋 と飲 む。 彼 らが出 して くれ たc俺 は文無
しだ った。上嶋 は金沢に いる。森本 は川崎 で あ る。 そ の 後、 間所宅へ。 スキ ー靴 をいただ
く。雪 焼 け した顔 が笑 っていた。 そ う硬 くて もな いけ れ ど握 手 を して別れ を告げた。 ま た
遊 びに来 て くだ さい。お世話にな りま した。

3月 27日   朝、 TELが ある。 川端 か らだ。 今 日金沢 を去 るという。車 そ行 くとい う
か ら見送 りに も行けない。敏明 と山 内が部室 に居 た よ うだ。 元気 に頑張 って くれ。 ともに
過 ごした青 春 の思 い出は いつまて も心 にあ るだ ろ う。 何 か あ いそのない別れ方の ような気
もす るが、死 ぬ までには何度 か会 えるだろ う。 その時 には飲 んで騒 ごう。身近 な 4年 生 も
み な消 えた。 なぜ俺 はまだ残 ってい るのか。 や は り友 人が だん だん減 ってい く寂 しさを感
じ ざるを得 ない。今 さ ら一つ一つの思 い出 を蒸 し返 す ことは しな い。 いつぞや君 たちをふ
と思 い出 し、 しば らく陶酔 に浸 るにちが いな い。 君 た ち もそ うだろ う。君 たち との行動、
討 論、 グ ラ話、 生活のほ とん どが、 み な一 人 一 人 の心 の礎 石 ともな って いよう。世 の中
友 人 が居 るとい うことはすば らしい ことだ。

さて本 日 16期 生の同窓会が催 され る。 川 端 が不 在 なの が ち ょっび りお もしろ くな いが c

驚 くなかれ中野 と金森 が舞 い戻 って くるとい う。 楽 しい こ とである。塚本、英、小林、 川
端 諸君 の成 功 を祈 る。会は 6時 か らの予定 。 現 在 文 無 して 中野君 に一時借 りようと考 えて
い る。

*い よい よ別れ の段 にな ると何や ら訳 の分 か らな い感 傷的 な ことを書 いているようです。
この頃 は、 毎年 の ように同窓会 らしき もの をや って い たの だ ろ うか。。 さて、最後の 2年
は 日記 とは呼べ ないか もしれな いが、 昭和 43年 (1968年 )よ り約 8年 にわた りつ け
て きた私 の 日記 もこの 日を もって完 結 して しま いま した。 こ こで 日記か らの引用 は終わ り
です が、 76年 についてアルバ ムの余 白に 山行 の ち ょっ と した記録 があ りま したので引 き
続 き掲 載 させ ていただきます。

5月 連休    B.H.に 入 る。 16期 は ただ一 人 だ ったが、 た くさん小屋 に居 た。残雪
の高三郎 へ登 る。 旧道下 山中、 この時 は小屋 作 業 の数 人 も一緒 だったが道 に迷 い、 20～
30分 立 ち往 生 した。少 々の雨、 ガ ス もあ った が積 雪 期、‐残 雪期 には要注意 である。

7月 28, 29日   白山にて第 2講 座 キ ャ ンプ。 精神 的苦 悩 の多 い山行 であった。上 で
は た くさん出会 った。 山内、英、敏 明、 松 岡、 長 田、 吉 田、 亀 田な ど。

*電 気科第 2講 座 は高嶋 先生 をは じめ と して 10名 。 上 で出会 った面 々は どういう集 ま り
だ ったの だろ う。

8月 31日 ～ 9月 2日   ワンゲル平、 山小 屋 作業 参 加 (作 業 はせず )

31日  午後 2時 、坂井 と金沢出発。午 後 3時 ダ ム 出発、 もろにブ ッシュ。午 後 4時 3
0分 新 道取付。 6時 、分岐、 ロボ ッ ト観 測所 ま て ワ ンデ リング ?、 40分 ほ どロス。午後
9時 、 高三郎 一峰 ピーク着。 新道 と旧道 の分 岐 (知 らず に過 ぎて しまったが )か らピー ク
ま で ひ といブ ッシュ。 いやにな るぜ。 雨 こそ降 らな いが、 露 で ズブ濡れ。二峰をふ うふ う
登 る。 次 は三峰 だ と頑張 る。三峰へ着 いた。 ワ ンゲ ル平 のテ ン トは見えない。最後少 し右
へ まが り、左 へ登 り気味 に行 く。 見 えた。 午 後 10時 40分 。テ ン ト内唖然 !!12時 過
ぎに寝 る。

9月 1日  昼食 をとどけに行 くの につ いて見越 ま でゆ く。 冷 たい雨だよ く降 る。
9月 2日  見越 頂上 て奈良岳 か らの作業 隊 (横 井 ら )と 貫通式。 13時 30分 ワンゲル

平 に別 れ を告 げ る。 もう完全 に最後 であろ う。 一 峰 ま で一時 間。 旧道 を下 る。 B.H.着
が 17時 30分 。 その後、 坂井、横井、藤 原 らとブ ッシュ のなか を帰 る。 ダムよ り車 て家
に着 いたのが 20時 30分 。現在、 吹 き出物 と 胃痛 に悩 ま されて いる。 お世話 にな ったM
embersを 書 いてお こう。 L.村 池 (4)、 佐 野 、 木 村 (3)、 栃尾、 佐治、 立浪
(2)、 山口、 岩 田、 青崎 (1)
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エ ビロー グ

着手以 来 や った りや らなか った りで約 10ケ 月 を要 して しまい、結果 的には全 くダラ ダ
ラ と綴 って きて しまいま した。未発 表 の部分 では恋愛 篇 な どとい うもの もで きな くはな か
つた よ うです が、 これは読者 の強 い要望が あ4ば 10年 後か 20年 後 (OB会 が あ るか、
生 存 も不 明 です が )に しま しょう。 初 めに も書 きま したが、 読者 の方 々がほんの少 して も
当時 の、 あ るいは学生生活や ワ ンゲル の共通 の記憶 を蘇 らせ ていただければ、恥 ず か しな
が らも公開 した甲斐 があ った とい う ものです。 ただ し、 その場 の状 況によっては今 か らで
も遅 くは あ りませ んので、 筆者 同様 に悔 い改 め て懺 悔 を して いただければ と思 います。

なお、 もう一度 大学生活 を送 るとした らどう した いか とい う質 問があれば 次の よ うに答
えたい と思 います。『 勉学 の妨 げにな るク ラブ活動 な どにはわ き 目もふ らず、麻 雀 ・パ チ
ンコ・酒 ・ タバ コは一切 や らず、 ただひたす ら学問道 を歩 み、単 位 の一つの取 りこぼ し も
な く優 秀 な成 績 を修 め る』と。

最近 の青年達 の ものの考 え方や気質 につ いて は私 自身 よ く分 か らないが、 私 共 とは きっ
と多 くの面 で異 な って きて い ると思 う。 したが って学業 や ク ラブ活動、バ イ トな どの在 り
方 あ るいは地 域 との接 し方 も変化 して いる し、 今後 も変化 しつづけ るだろ う。 そん な中 で
学 生生活 は就職 までのモ ラ トリアムではな い といった考 え方 や単位認定 の見直 しに基 づ く
大 学 の改革、 あ るいは近 い将 来す ぐにで も来 る少子化 の影響 な どを勘案 す る と、 ヮ ンゲル
活 動 の将 来 も先細 り気味 にな ってい くのではな いて し ょうか。 か といって私 は私達 の過 ご
して きた時代 の活動 を正統化す る気 は全 くな い し、 先 細 りになろ うとも特 に何 もす るつ も
りもな い。私 は たまたま当時 の数年 間 ワンゲル に所属 し、 た またま廻 りにいた部員 たち と
活 動 を共 に して いただけなの だか ら。

そ して今、 平成 10年 7月 。 月 日の たつのは恐 ろ し く早 い。 先の ことはわか らな いが、
過 去 の ことは思 い出 した り懐 か しん だ りで きる。 た とえば、 これ までや って きた よ うに 日
記 や アルバ ム に よって も。 しか し、 もっと もっ とス トレー トで実感 的な方法 の一 つ は古 い
顔 たち にベ ル クハ イムで会 う ことで あ る。 ベ ル クハ イ ム とい うタィムマ シ ンに よってそれ
こそ瞬 時 に 20数 年 前へ のタイムス リップ を味 わ え る。 ただ し、 よ く行 って も年 間 1回 位
の ことて あ るか ら私 に とって もあ と何 回 この船 に乗 れ るか はわか らないが。

7C

PS

会誌 の貴重 な スペ ースを提 供 して いただ き誠 にあ りが と うございま した。読後 の感 想、
ご意 見、 あ るいは特 に筆者 の記憶 の空 白部分 を埋 め て いただけ るよ うな記事 な どが あ りま
した らOB会 までお寄せ いた だければ と思 います。
辺 (か た いなか )、 留 (と どまる )、 倶 (と もにみ な )、 輩 (な かま )、 夢 (現 実 か ら隔
絶 した雰 囲気 )。
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